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仏
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仏
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は
じ
め
に

日
本
で
は
千
年
以
上
も
続
い
た
神
仏
習
合
の
後
、
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
一
八
六
八
年
）、
神
仏
判
然
の
令
達
が
新
政
府
よ
り
発
出
さ
れ
、

神
と
仏
の
分
離
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
日
本
の
神
仏
分
離
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
同
様
の
歴
史
的
事
件
を
幾
度
も
経
験
し
て
き
た
中
国
の

事
例
を
比
較
対
照
と
し
て
論
ず
る
こ
と
は
そ
の
特
徴
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
本
論
考
で
は
中
国
に
お
け
る
廃
仏
の

具
体
例
を
明
ら
か
に
し
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
と
そ
れ
に
続
く
廃
仏
毀
釈
を
考
え
る
う
え
で
の
一
つ
の
視
点
を
提
供
し
た
い
。

日
本
に
お
い
て
神
道
と
仏
教
の
間
で
生
じ
た
神
仏
分
離
に
相
当
す
る
宗
教
事
象
は
中
国
で
は
仏
教
と
儒
教
・
道
教
の
間
で
生
じ
た
種
々
の

分
離
・
抗
争
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
）。

中
国
に
お
け
る
仏
教
に
対
す
る
宗
教
弾
圧
は
仏
教
側
か
ら
は
三
武
一
宗
の
法
難
と
し
て
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
三
武
一
宗
の
法
難
と
は
十
世
紀
ま
で
に
惹
起
し
た
事
件
で
あ
り
、
近
代
の
日
本
の
宗
教
事
情
と
対
照
す
る
に
は
余

り
に
時
代
が
隔
た
っ
て
い
る
。
中
国
で
は
宋
朝
以
降
、
儒
仏
道
三
教
を
融
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
る
が
、
そ
の
中
で
幾
度
か
儒
教

や
道
教
を
思
想
的
背
景
と
し
て
も
つ
皇
帝
や
官
吏
、
宗
教
家
が
優
位
に
立
ち
、
仏
教
を
抑
圧
し
、
い
わ
ゆ
る
廃
仏
と
い
う
状
況
に
至
っ
た
こ

神
仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
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と
が
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
廃
仏
の
際
に
仏
教
の
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
整
理
し
た
（
二
）の

で
、
本
稿
で

は
紙
面
の
都
合
上
、
日
本
の
神
仏
分
離
と
そ
れ
に
続
く
廃
仏
毀
釈
を
考
え
る
う
え
で
の
対
照
と
し
て
明
の
嘉
靖
年
間
に
お
け
る
仏
教
政
策
と

そ
の
実
態
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

特
に
明
朝
を
選
ん
だ
の
は
、
仏
教
に
対
す
る
中
国
や
日
本
に
お
け
る
批
判
の
中
で
特
に
問
題
と
さ
れ
る
の
は
仏
教
が
異
国
か
ら
流
入
し
た

宗
教
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
族
に
よ
る
直
前
の
元
朝
、
女
真
族
に
よ
る
直
後
の
清
朝
よ
り
も
、
中
華
思
想
が
顕
著
に
見
ら
れ

る
漢
民
族
の
王
朝
で
あ
る
明
朝
が
神
仏
分
離
研
究
の
対
照
事
例
と
し
て
相
応
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
嘉
靖
年
間
を
選
ん
だ
の
は
嘉
靖

帝
が
道
教
に
傾
倒
し
、
中
国
仏
教
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
、
換
言
す
れ
ば
大
打
撃
を
与
え
た
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
研
究
の
発
端
は
、
本
学
の
櫻
井
治
男
教
授
を
中
心
と
す
る
伊
勢
の
神
仏
分
離
研
究
に
、
元
来
中
国
仏
教
の
研
究
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

た
小
生
を
加
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
平
成
十
九
年
度
か
ら
始
ま
り
、
平
成
二
十
一
年
九
月
の
日
本
宗
教
学
会
で
パ
ネ
ル
を
組
み
、

私
も
「
日
本
と
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
の
宗
教
と
の
交
渉
の
比
較
」
と
題
し
て
宋
及
び
元
の
対
仏
教
政
策
や
仏
道
論
争
に
つ
い
て
発
表

し
た
（
三
）。

そ
の
後
、
伊
勢
を
中
心
に
廃
寺
や
祠
堂
の
吸
収
、
合
併
、
廃
止
な
ど
神
仏
分
離
の
実
態
を
調
査
研
究
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
全
て
を

尽
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
修
験
の
山
の
神
仏
分
離
、
府
藩
県
等
に
お
け
る
神
仏
分
離
へ
と
次
第
に
研
究
の
範
囲
を
全
国
に
拡
げ
て
い
っ
た
。

日
本
の
神
仏
習
合
・
神
仏
分
離
に
関
す
る
こ
の
研
究
に
よ
る
成
果
（
四
）も

本
稿
執
筆
の
一
つ
の
動
機
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
の
日
本
宗

教
学
会
に
お
け
る
発
表
で
は
明
代
も
含
め
て
準
備
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
割
当
ら
れ
た
時
間
で
は
意
が
尽
く
せ
ぬ
こ
と
か
ら
、
宋
代
と

元
代
を
中
心
に
発
表
を
行
っ
た
。
残
る
明
代
の
嘉
靖
年
間
に
つ
い
て
論
稿
を
ま
と
め
る
こ
と
は
予
て
か
ら
の
思
い
で
あ
っ
た
。

嘉
靖
年
間
或
い
は
明
代
の
典
籍
は
江
戸
時
代
に
は
多
く
輸
入
さ
れ
（
五
）、

日
本
国
内
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
朱
舜
水
の
渡
日
も
あ
り
、
明
律
も

よ
く
学
ば
れ
た
（
六
）。

幕
府
や
大
名
の
種
々
の
施
策
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
儒
者
や
国
学
者
等
に
よ
る
種
々
の
仏
教
批
判
（
七
）は

中
国
に
お
け
る
歴
代
の
仏
教
批
判
に
学
ん
だ
も
の
で
も
あ
る
。
嘉
靖
年
間
の
仏
教
政
策
と
明
治
維
新
の
新
政
府
の
神
仏
分
離
政
策
は
直
接
に
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は
結
び
つ
か
な
い
が
、
本
稿
で
は
歴
史
的
に
把
握
可
能
な
宗
教
現
象
を
も
と
に
、
両
者
間
の
類
似
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

第
一
章

武
宗
統
治
を
承
け
た
嘉
靖
帝
初
年
の
動
き

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
第
五
代
皇
帝
で
、
一
二
七
一
年
、
元
を
建
国
し
、
初
代
皇
帝
と
な
っ
た
フ
ビ
ラ
イ
・
ハ
ン
以
来
、
元
朝
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

（
喇
嘛
教
・
ラ
マ
教
）
を
厚
遇
し
た
。

一
三
六
八
年
、
朱
元
璋
は
全
国
を
統
一
し
て
南
京
・
応
天
府
で
洪
武
帝
と
し
て
即
位
し
、
大
明
国
を
建
国
し
た
。
明
の
太
祖
洪
武
帝
、
成

宗
永
楽
帝
と
も
に
仏
教
と
道
教
を
保
護
し
、
両
教
は
並
び
行
わ
れ
た
（
八
）。

し
か
し
、
第
十
一
代
正
徳
帝
（
武
宗
、
位
一
五
〇
五
～
二
一
）
が
弘
治

十
八
（
一
五
〇
五
）
年
に
即
位
す
る
と
、
即
位
当
初
に
は
僧
・
道
の
宮
中
へ
の
出
入
り
の
停
止
や
濫
り
に
齋
醮
を
設
け
る
者
は
罪
と
す
る
こ

と
な
ど
が
帝
の
言
と
し
て
残
さ
れ
、
ラ
マ
僧
六
人
の
灌
頂
国
師
等
の
称
号
が
褫
奪
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
初
の
新
政
に
対
す
る
常
套
的

表
現
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
九
）。『

武
宗
実
録
』
正
徳
二
（
一
五
〇
七
）
年
三
月
癸
亥
に
は
二
年
前
に
沙
汰
さ
れ
た
ラ
マ
僧
が
復
権
し
、「
時
上
頗
習

番
教
、
後
乃
造
新
寺
于
内
、
群
聚
誦
経
、
日
与
之
狎
昵
矣
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
宗
が
ラ
マ
教
を
よ
く
学
び
、
後
に
は
寺
院
を
内
廷
に
建

立
し
、
多
く
の
者
が
経
典
を
読
誦
し
、
日
々
こ
れ
に
狎
れ
親
し
ん
で
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
武
宗
は
ラ
マ
教
に
心
酔
・
偏
好
し
、
ラ
マ
僧
と

ラ
マ
教
寺
院
を
手
厚
く
保
護
し
、
援
助
し
た
。
ま
た
、
売
牒
売
官
、
す
な
わ
ち
度
牒
の
発
売
と
納
銀
（
金
銭
の
上
納
）
に
よ
る
免
考
（
試
験

免
除
）
と
授
官
（
僧
道
官
位
の
授
与
）
が
行
わ
れ
、
僧
や
道
士
の
粗
製
乱
造
が
ま
か
り
通
っ
て
い
た
。

武
宗
が
正
徳
十
六
（
一
五
二
一
）
年
三
月
丙
寅
（
十
四
日
）
に
崩
ず
る
と
後
嗣
が
無
く
、
第
十
代
弘
治
帝
（
孝
宗
、
位
一
四
八
七
～
一
五
〇
五
）

の
異
母
弟
興
献
王
の
嗣
子
朱
厚
𥢃
が
迎
え
ら
れ
、
四
月
癸
卯
（
二
十
二
日
）、
第
十
二
代
皇
帝
と
し
て
帝
位
に
即
い
た
。
そ
の
後
四
十
五
年

に
わ
た
り
帝
位
に
あ
っ
た
世
宗
・
嘉
靖
帝
（
位
一
五
二
一
～
六
六
）
で
あ
る
。
嘉
靖
帝
は
と
り
わ
け
廃
仏
政
策
を
行
い
、
仏
教
を
弾
圧
し
た

神
仏
分
離
の
先
例
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て
の
中
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お
け
る
仏
教
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有
宗
教
と
の
相
剋
（
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と
い
わ
れ
て
い
る
（
一
〇
）。

嘉
靖
帝
は
即
位
直
後
の
正
徳
十
六
（
一
五
二
一
）
年
四
月
二
十
二
日
、
歴
代
の
前
例
に
な
ら
い
新
政
の
詔
を
発
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
厳

し
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

自
正
徳
元
年
以
来
、
諸
色
人
等
伝
陞
乞
陞
大
小
官
職
、
尽
行
裁
革
。
吏
礼
兵
工
四
部
、
各
将
査
革
過
伝
陞
乞
陞
文
武
・
僧
道
・
匠
芸
官

員
、
名
数
。
類
奏
査
考
。

正
徳
元
年
以
来
、
伝
陞
乞
陞
法
王
仏
子
国
師
禅
師
等
項
、
礼
部
尽
行
査
革
。
各
牢
固
枷
釘
、
押
発
両
広
煙
瘴
地
面
衛
、
分
充
軍
。
遇
赦

不
宥
。
（
一
一
）

武
宗
統
治
の
正
徳
元
年
以
来
の
、
諸
々
の
役
人
の
、
伝
陞
も
し
く
は
乞
陞
に
よ
る
大
小
の
官
職
を
尽
く
裁
革
（
廃
止
）
す
る
こ
と
が
命
じ

ら
れ
た
が
、
そ
の
対
象
に
僧
・
道
の
官
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
伝
陞
・
乞
陞
の
法
王
・
仏
子
・
国
師
・
禅
師
な
ど
に
つ
い
て
、
礼
部
に

尽
く
調
べ
辞
め
さ
せ
る
こ
と
、
各
々
枷
釘
を
牢
固
に
し
て
両
広
（
広
東
・
広
西
）
の
煙
瘴
の
地
面
の
衛
（
軍
営
）
に
押
発
し
、
分
け
て
充
軍

さ
せ
る
こ
と
、
大
赦
に
遇
っ
て
も
宥
さ
な
い
、
と
厳
し
い
沙
汰
が
触
れ
ら
れ
た
。

『
明
世
宗
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
六
月
二
十
七
日
の
條
に
は
仏
教
、
道
教
関
係
の
多
く
の
官
が
廃
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

裁
革
僧
録
司
左
善
世
文
明
等
一
百
八
十
二
員
、
道
録
司
真
人
高
士
柏
尚
寛
等
左
正
一
周
得
安
等
七
十
七
員
、
教
坊
司
官
俳
奉
鑾
等
官
蘇

祥
等
一
百
六
員
、
皆
正
徳
間
伝
乞
陞
授
者
也
。
（
一
二
）

即
ち
、
僧
録
司
左
善
世
明
文
等
百
八
十
二
人
、
道
録
司
真
人
高
士
栢
尚
寛
等
七
十
七
人
、
歌
舞
音
曲
を
取
り
締
ま
る
教
坊
司
も
百
六
人
が
官

を
追
わ
れ
、
罷
免
さ
れ
て
い
る
。

僧
録
司
と
道
録
司
は
洪
武
十
四
（
一
三
八
一
）
年
六
月
二
十
四
日
に
開
設
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
国
内
の
仏
教
の
寺
院
と
僧
侶
、
道
教

の
道
観
と
道
士
を
統
制
す
る
組
織
と
し
て
京
（
南
京
）
に
置
か
れ
た
。
僧
録
司
に
は
左
右
の
善
世
、
闡
教
、
講
経
、
覚
義
が
置
か
れ
、
道
録
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司
に
は
左
右
の
正
乙
、演
法
、至
霊
、玄
義
が
置
か
れ
た
（
一
三
）。

永
楽
帝
に
よ
っ
て
都
が
北
京
に
移
さ
れ
た
と
き
に
北
京
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
六
月
二
十
七
日
に
は
僧
録
司
ト
ッ
プ
の
左
善
世
と
道
録
司
ト
ッ
プ
の
左
正
一
（
乙
）
が
処
分
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
年
の
十
二
月
十
八
日
に
は
、
南
京
礼
部
に
お
い
て
も
僧
道
録
司
が
裁
革
さ
れ
て
い
る
。

南
京
礼
部
奏
、
奉
詔
裁
革
僧
道
録
司
・
教
坊
司
伝
升
乞
升
官
十
二
員
。
（
一
四
）

先
の
詔
を
奉
じ
て
、
僧
道
録
司
と
教
坊
司
の
伝
陞
・
乞
陞
官
十
二
人
を
裁
革
し
た
こ
と
を
南
京
礼
部
が
上
奏
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
武
宗
が
正
徳
年
間
に
の
め
り
込
ん
だ
ラ
マ
教
等
に
対
し
て
嘉
成
帝
の
と
っ
た
厳
し
い
処
置
で
あ
る
。
嘉
靖
帝
は
即
位
直
後
、
皇
室

の
ラ
マ
教
崇
拝
か
ら
生
じ
た
悪
弊
の
根
絶
、及
び
宮
中
に
あ
る
数
多
く
の
ラ
マ
僧
と
そ
れ
に
関
わ
る
一
切
の
措
置
に
対
し
て
清
算
を
行
っ
た
（
一
五
）。

嘉
成
帝
は
翌
年
、
嘉
靖
元
（
一
五
二
二
）
年
三
月
十
五
日
に
は
「
尊
親
之
礼
其
来
遠
矣
」
と
し
て
、
詔
の
中
で
僧
侶
・
道
士
に
対
し
て
父

母
が
生
存
し
て
い
る
が
そ
ば
で
養
っ
て
く
れ
る
者
が
い
な
い
場
合
、
還
俗
し
て
親
を
養
生
す
る
こ
と
を
願
い
出
る
者
に
は
そ
れ
を
聴
許
す
る

と
述
べ
て
い
る
。
（
一
六
）

第
二
章

明
・
嘉
靖
朝
と
仏
教

嘉
靖
帝
は
道
教
に
の
め
り
込
み
、
仏
教
に
対
し
て
強
い
抑
圧
的
な
政
策
を
と
っ
た
と
さ
れ
る
（
一
七
）が

、
即
位
ま
も
な
い
頃
に
は
け
っ
し
て
仏
道

両
教
の
儀
礼
を
完
全
に
断
絶
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
仏
道
を
徹
底
的
に
排
斥
す
る
態
度
は
現
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
一
八
）。

し
か
し
、
時
が

経
る
に
つ
れ
、
仏
教
へ
の
抑
圧
、
弾
圧
が
色
濃
く
な
っ
て
ゆ
く
。
以
下
、
嘉
靖
年
間
に
お
け
る
仏
教
弾
圧
の
諸
相
を
見
て
み
た
い
。
仏
教
弾

圧
の
形
態
は
様
々
で
あ
る
の
で
、
初
め
に
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
「
仏
像
等
の
毀
棄
」、
次
に
「
寺
院
の
破
壊
」、
最
後
に
「
僧
（
サ
ン
ガ
）

の
取
り
締
ま
り
」
の
観
点
か
ら
述
べ
る
。

神
仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
相
剋
（
河
野
）
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第
一
節

仏
像
等
の
毀
棄

明
末
の
僧
幻
輪
大
聞
撰
述
の
『
釈
鑑
稽
古
略
続
集
』
（
一
九
）

に
は
嘉
靖
元
（
一
五
二
二
）
年
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

壬
午
嘉
靖
元
年
、
毀
剖
玄
明
宮
仏
像
。
金
屑
一
千
三
十
両
。
従
趙
璜
之
言
、
毀
折
京
師
寺
院
、
屠
応
塤
一
夕
発
檄
行
之
。（
大
正
四
九
、

九
四
九
上
三
～
五
）

す
な
わ
ち
、
嘉
靖
元
年
、
玄
明
宮
の
仏
像
を
打
ち
割
っ
て
壊
し
た
。
金
屑
千
三
十
両
に
な
っ
た
。
ま
た
、
趙
璜
の
言
葉
に
従
っ
て
京
師
の
寺

院
を
毀
折
し
た
。
屠
応
塤
（
二
〇
）が

一
夕
、
檄
を
発
し
て
こ
れ
を
行
っ
た
、
と
い
う
。
玄
明
宮
は
武
宗
に
仕
え
た
稀
代
の
宦
官
劉
瑾
が
朝
暘
門
外
に

建
て
た
道
観
で
あ
る
（
二
一
）。

劉
瑾
が
正
徳
五
（
一
五
一
〇
）
年
、
凌
遅
刑
で
処
刑
さ
れ
た
後
、
皇
荘
（
皇
室
が
管
轄
す
る
荘
園
）
と
し
て
献
上
さ
れ
た
（
二
二
）。

玄
明
宮
に
仏
像
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
日
本
の
神
仏
習
合
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
道
教
で
は
仏
教
の
仏
・
菩
薩
を
神
と
し
て
祀
る
こ

と
が
あ
り
、
玄
明
宮
に
も
仏
像
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
仏
像
を
打
ち
壊
し
た
の
で
あ
る
（
二
三
）。

日
本
の
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
で

は
神
社
に
置
か
れ
た
仏
教
関
連
事
物
の
排
除
が
命
じ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
道
教
の
道
観
に
あ
る
仏
像
等
が
打
ち
壊
さ
れ
た
。

嘉
靖
二
（
一
五
二
三
）
年
に
は
吏
科
給
事
中
の
張
原
が
「
祛
異
端
疏
」（
異
端
を
祛は

ら

う
疏
）
を
提
出
し
た
。

上
畏
天
戒
、
下
恤
民
窮
、
速
将
所
建
仏
像
尽
行
撤
毀
、
内
外
齋
醮
俱
各
停
止
、
凡
誦
習
仏
老
之
人
勒
令
散
帰
原
旧
。

速
や
か
に
仏
像
を
撤
去
・
毀
棄
す
る
こ
と
、
ま
た
内
外
の
齋
醮
を
停
止
す
る
こ
と
を
嘉
靖
帝
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

玄
明
宮
は
宦
官
劉
瑾
が
朝
暘
門
外
に
建
て
た
道
観
で
あ
っ
た
が
、
禁
中
の
仏
教
関
係
事
物
も
次
第
に
撤
去
さ
れ
て
い
く
。『
明
世
宗
実
録
』

に
は
嘉
靖
九
年
十
二
月
丁
丑
の
日
（
二
十
一
日
）
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

丁
丑
始
祀
先
聖
先
師
伏
羲
神
農
黄
帝
堯
舜
禹
湯
文
武
周
公
孔
子
於
文
華
殿
東
室
。
東
室
初
有
釈
像
。
上
以
其
不
経
撤
去
之
、
乃
祀
先
聖

先
師
伏
羲
等
九
龕
南
向
周
孔
二
龕
東
西
向
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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嘉
靖
帝
は
こ
の
日
、
文
華
殿
東
室
に
お
い
て
初
め
て
先
聖
先
師
伏
羲
・
神
農
・
黄
帝
・
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
と
周
公
・
孔
子
を
祀
っ

た
と
い
う
。
こ
の
東
室
は
初
め
、
釈
像
す
な
わ
ち
釈
迦
の
像
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
嘉
靖
帝
が
正
道
に
反
す
る
と
し
て
釈
迦
像
を
撤
去
さ
せ
、

あ
ら
た
め
て
南
向
き
の
九
龕
に
先
聖
先
師
伏
羲
等
を
祀
り
、
東
向
き
、
西
向
き
の
二
龕
に
周
公
と
孔
子
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
文
華
殿
に
は
仏
教
の
教
主
釈
迦
の
像
が
こ
の
時
ま
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
撤
去
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

嘉
靖
年
間
に
は
禁
中
の
仏
像
の
破
壊
が
も
う
一
度
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
先
に
引
い
た
『
釈
鑑
稽
古
略
続
集
』
に
は
乙
未
の

年
、
即
ち
一
五
三
五
年
（
嘉
靖
十
四
年
）
の
こ
と
と
し
て
こ
う
い
う
。

除
禁
中
仏
殿
。
併
燬
大
善
殿
金
範
仏
像
。（
大
正
四
九
、
九
四
九
中
一
～
二
）

禁
中
の
仏
殿
を
取
り
除
き
、
併
せ
て
大
善
殿
の
仏
像
を
焼
き
つ
く
し
た
、
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
翌
年
の
嘉
靖
十
五
年
の
こ
と
を
誤
っ

て
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、『
明
世
宗
実
録
』
巻
百
八
十
六
で
は
、
嘉
靖
十
五
年
四
月
九
日
に
嘉
靖
帝
は
「
仁
寿
宮
故
址
並
除
釈
殿
之
地
、

作
皇
太
后
宮
一
区
」
と
詔
し
た
と
あ
り
（
二
四
）、

こ
れ
に
よ
れ
ば
仁
寿
宮
跡
と
釈
殿
を
除
却
し
た
跡
地
に
皇
太
后
宮
を
造
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

更
に
翌
月
五
月
十
一
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

禁
中
大
善
仏
殿
內
有
金
銀
仏
像
並
金
銀
函
貯
仏
骨
仏
頭
仏
牙
等
物
。
上
既
勅
廷
臣
議
撤
仏
殿
、
即
其
地
建
皇
太
后
宮
。
是
日
命
侯
郭
勛

大
学
士
李
時
・
尚
書
夏
言
入
視
殿
址
。
於
是
尚
書
言
請
勅
有
司
以
仏
骨
等
瘞
之
中
野
以
杜
愚
民
之
惑
。
上
曰
朕
思
此
物
聴
之
者
智
曰
邪

穢
必
不
欲
観
愚
曰
奇
異
必
欲
尊
奉
。
今
雖
埋
之
将
来
豈
無
竊
発
以
惑
民
者
。
可
議
所
以
永
除
之
。
於
是
部
議
請
投
之
火
。
上
従
之
乃
燔

之
。
通
衢
燬
金
銀
像
。
像
凡
一
百
六
十
九
座
頭
牙
骨
等
凡
万
三
千
余
斤
。
（
二
五
）

即
ち
、
禁
中
の
大
善
仏
殿
内
に
金
銀
の
仏
像
と
仏
骨
・
仏
頭
・
仏
牙
等
を
貯
え
た
金
銀
の
函
が
あ
っ
た
。
嘉
靖
帝
は
す
で
に
四
月
九
日
に
、

仏
殿
を
撤
去
し
て
そ
の
跡
地
に
皇
太
后
宮
を
建
て
よ
、
と
詔
を
下
し
て
い
た
。
こ
の
日
五
月
十
一
日
に
、
侯
郭
勛
・
大
学
士
李
時
・
尚
書
夏

言
に
命
じ
、
殿
址
に
入
っ
て
調
べ
さ
せ
た
。
尚
書
夏
言
は
嘉
靖
帝
に
、
詔
を
下
し
て
役
人
に
仏
骨
等
を
野
に
埋
め
、
愚
か
な
民
の
惑
い
を
取

神
仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
相
剋
（
河
野
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り
除
く
よ
う
に
懇
請
し
た
。
嘉
靖
帝
は
今
、
こ
れ
を
埋
め
て
も
将
来
、
ひ
そ
か
に
発
い
て
民
を
惑
わ
す
者
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
を
永
久
に
除
去
す
る
方
法
を
建
議
せ
よ
、
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
役
所
は
審
議
し
て
仏
骨
等
を
火
に
投
ず
る
よ
う
申
し
上
げ
、
嘉
靖

帝
が
そ
れ
を
聴
許
し
た
の
で
、
こ
れ
を
大
通
り
で
焼
い
た
。
毀
棄
さ
れ
た
金
銀
の
像
は
百
六
十
九
座
、
仏
頭
・
仏
歯
・
仏
骨
等
は
あ
わ
せ
て

一
万
三
千
余
斤
（
七
千
六
百
七
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
余
り
。
一
斤
＝
五
百
九
十
グ
ラ
ム
換
算
）
で
あ
っ
た
。

五
月
十
一
日
の
廃
仏
に
つ
い
て
『
春
明
夢
余
録
』
巻
三
十
九
に
は
夏
言
の
瘞
仏
す
な
わ
ち
坑
埋
に
よ
る
仏
陀
関
連
事
物
の
処
分
を
求
め
る

疏
奏
の
文
が
残
さ
れ
、
夏
言
が
嘉
靖
帝
に
瘞
仏
を
求
め
る
に
至
っ
た
様
子
が
詳
述
さ
れ
る
。

宗
伯
夏
言
議
瘞
仏
疏
、
比
者
恭
遇
皇
上
諮
及
、
羣
臣
欲
除
去
禁
中
釈
殿
、
奉
建
両
宮
、
以
備
一
代
之
制
。
一
時
廷
議
翕
然
、
仰
賛
皇
上

篤
養
尽
制
之
孝
闢
邪
崇
正
之
化
盛
徳
大
業
光
前
振
後
。
已
今
月
十
一
日
、
伏
奉
聖
旨
、
命
大
学
士
李
時
同
臣
言
入
看
。
即
所
謂
大
善
殿

者
臣
等
看
得
殿
內
有
金
銀
鑄
像
鉅
細
不
下
千
百
、
且
多
邪
鬼
滛
䙝
之
状
、
伏
惟
聖
明
燭
其
誕
妄
不
経
、
一
旦
奮
然
挙
而
除
之
甚
盛
挙
也
。

但
臣
見
諸
几
案
之
上
及
懸
庋
梁
栱
之
間
与
夫
金
函
之
所
蔵
貯
者
為
物
尚
多
不
可
識
弁
、
問
之
守
者
且
云
是
為
仏
骨
是
為
仏
牙
、
枯
朽
摧

裂
奇
離
磈
礧
計
不
下
千
斤
。
（
二
六
）

宗
伯
夏
言
は
瘞
仏
を
議
し
て
次
の
よ
う
に
疏
奏
し
た
。
先
般
、
畏
く
も
皇
帝
陛
下
の
諮
問
を
承
り
、
臣
下
ど
も
は
禁
中
の
仏
殿
を
除
去
し
、

両
宮
を
建
立
申
し
上
げ
、
も
っ
て
一
代
の
制
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
朝
廷
の
評
議
で
は
一
致
し
て
皇
帝
陛
下
の
、
手
あ
つ
く
制
度
を
尽

さ
れ
た
孝
と
、
邪
を
退
け
て
正
を
崇
ぶ
教
化
、
そ
の
盛
ん
な
徳
と
大
き
い
事
業
は
前
代
を
輝
か
し
、
後
代
を
富
み
栄
え
さ
せ
る
、
と
仰
ぎ
褒

め
た
た
え
ま
す
。
今
月
十
一
日
、
謹
ん
で
天
子
の
命
令
を
奉
じ
て
大
学
士
李
時
と
わ
た
く
し
夏
言
が
殿
内
に
入
っ
て
見
て
み
る
と
、
大
善
殿

内
に
は
千
百
を
下
ら
な
い
大
小
の
金
銀
の
鋳
像
が
あ
り
、
か
つ
多
く
は
邪
悪
な
鬼
神
や
濫
り
で
穢
れ
た
有
様
で
、
伏
し
て
お
も
ん
み
る
に
、

聡
明
な
天
子
が
そ
の
で
た
ら
め
で
不
合
理
な
物
を
照
ら
し
だ
し
、
一
旦
奮
い
立
っ
て
す
べ
て
こ
れ
を
除
去
す
れ
ば
そ
れ
は
は
な
は
だ
立
派
な

事
業
で
す
。
た
だ
私
が
諸
々
の
机
の
上
や
吊
り
下
げ
ら
れ
た
棚
や
梁
と
枡
形
の
間
に
も
物
を
貯
蔵
し
た
金
の
箱
が
多
く
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
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記
念
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た
の
で
守
衛
の
者
に
尋
ね
て
み
る
と
、
こ
れ
は
仏
骨
、
こ
れ
は
仏
歯
で
あ
る
と
答
え
ま
し
た
。
枯
れ
て
朽
ち
、
裂
け
く
だ
け
た
珍
奇
な
が
ら

く
た
が
千
斤
を
下
ら
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
月
十
一
日
、
李
時
と
夏
言
が
大
善
殿
内
を
検
査
し
た
時
点
で
は
殿
内
に
は
大
小
の
金
銀
の
鋳
像
（
仏
像
）
や
仏
骨
や

仏
歯
を
収
め
た
金
の
箱
が
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

然
殿
宇
像
設
既
除
、
所
有
前
項
仏
頭
仏
牙
之
類
皆
属
汚
穢
不
宜
、
使
之
尚
存
。
臣
請
乞
以
此
物
勅
下
所
司
、
瘞
之
草
野
、
一
切
掃
而
浄

之
、
以
杜
愚
冥
疑
惑
之
端
、
実
為
大
聖
人
非
常
作
為
、
有
補
名
教
甚
大
、
功
徳
罔
極
、
臣
不
勝
幸
甚
、
後
世
幸
甚
。
疏
入
。
答
曰
、
大

善
殿
所
貯
仏
骨
諸
不
経
之
物
瘞
之
草
野
、
恐
後
日
好
事
之
人
仍
為
啓
視
、
不
如
焚
之
以
杜
永
患
。
遂
命
礼
部
俱
於
城
外
焚
之
。

（
そ
の
後
、）
寺
院
の
建
物
と
仏
像
な
ど
は
す
で
に
除
か
れ
た
が
、
汚
ら
わ
し
く
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
仏
頭
や
仏
歯
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

勅
を
役
人
に
下
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
草
野
に
埋
め
、
一
掃
し
て
清
め
、
愚
か
な
惑
い
の
端
緒
を
断
つ
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
実
に
大

聖
人
（
陛
下
）
の
常
な
ら
な
い
御
行
為
は
名
教
を
補
う
に
甚
だ
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
功
徳
は
極
ま
り
な
く
、
私
も
幸
甚
に
た
え
ず
、

後
世
も
幸
甚
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
夏
言
の
疏
が
提
出
さ
れ
た
。

以
下
は
『
明
世
宗
実
録
』
に
近
い
内
容
で
、
嘉
靖
帝
が
答
え
て
い
う
に
は
、
大
善
殿
に
貯
め
こ
ま
れ
て
い
る
仏
骨
や
正
道
に
反
す
る
諸
々

の
物
を
く
さ
原
に
埋
め
る
の
は
後
々
物
好
き
な
者
た
ち
が
掘
り
起
こ
し
て
見
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
焚
き
上
げ
て
い
つ
ま
で
も
続
く

憂
患
を
杜
絶
さ
せ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
。
遂
に
礼
部
に
命
じ
て
す
べ
て
城
外
で
焼
か
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
春
明
夢
余
録
』
で
は
夏
言
の
疏
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、
疏
が
提
出
さ
れ
た
後
、
嘉
靖
帝
が
仏
骨
・
仏
歯
等
の
坑

埋
で
は
納
得
せ
ず
一
旦
、
礼
部
に
詮
議
を
求
め
た
こ
と
、
ま
た
焼
き
尽
く
す
案
が
礼
部
か
ら
進
言
さ
れ
た
こ
と
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。

『
古
今
図
書
集
成
』
釈
教
部
彙
考
六
は
『
春
明
夢
余
録
』
に
加
え
て
『
皇
明
大
政
紀
』
巻
二
十
三
の
嘉
靖
十
五
年
五
月
の
記
述
も
引
い
て

い
る
（
二
七
）。

神
仏
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の
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と
し
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の
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国
に
お
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る
仏
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と
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建
慈
慶
慈
寧
宮
。
黜
禁
中
仏
像
及
仏
骨
仏
牙
諸
物
。

時
帝
欲
除
去
禁
中
釈
殿
、
以
其
地
奉
建
慈
慶
慈
寧
二
宮
、
命
廷
臣
集
議
。
僉
以
為
可
。
帝
即
命
撤
之
、
尋
召
李
時
夏
言
入
視
大
善
殿
、

見
金
範
仏
像
不
下
千
百
。
皆
命
銷
毀
。
其
几
案
懸
鍍
金
函
蔵
貯
尚
多
仏
骨
仏
牙
諸
物
。
言
退
上
疏
力
請
焚
瘞
。
帝
従
之
。
于
是
禁
中
邪

穢
逬
斥
殆
尽
。

嘉
靖
帝
は
お
び
た
だ
し
い
数
（
不
下
千
百
）
の
仏
像
を
溶
か
し
毀
損
し
た
が
、
夏
言
が
さ
ら
に
金
函
に
貯
え
ら
れ
た
仏
骨
・
仏
歯
類
を
焚

上
・
坑
埋
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
帝
が
こ
れ
に
従
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
禁
中
の
邪
穢
な
る
も
の
は
逐
斥
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
と
い

う
。
こ
の
時
の
禁
中
の
仏
殿
・
大
善
殿
の
撤
去
、
仏
像
の
銷
毀
、
仏
骨
・
仏
歯
類
の
焚
上
に
よ
り
、
禁
中
の
「
邪
穢
な
る
も
の
」
す
な
わ
ち

仏
教
関
連
の
諸
物
は
逐
斥
さ
れ
、ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、こ
の
年
の
破
仏
に
よ
り
、「
仏
教
は
亦
再
び
立
つ
こ
と
が
出
来
ぬ
」

よ
う
に
な
っ
た
と
久
保
田
量
遠
氏
は
指
摘
す
る
。
（
二
八
）

仏
教
で
は
仏
法
僧
を
こ
の
上
な
く
尊
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
三
宝
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
仏
像
を
中
心
と
し
た
破
却
は
仏
教
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
「
仏
」
の
破
壊
と
い
っ
て
よ
い
。

第
二
節

寺
院
の
破
壊

次
に
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
か
た
ち
で
断
行
さ
れ
た
の
は
仏
寺
の
廃
寺
・
破
壊
で
あ
る
。

先
述
の
と
お
り
嘉
靖
五
年
に
は
禁
中
の
仏
殿
で
あ
る
大
善
仏
殿
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
多
く
の
市
中
の
寺
院
が
廃

寺
と
な
っ
た
。

嘉
靖
年
間
の
初
期
、
嘉
靖
帝
の
も
と
で
廃
仏
政
策
を
推
進
し
た
の
は
礼
部
尚
書
の
方
献
夫
と
太
子
詹
事
霍
韜
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
陳
玉
女

氏
に
よ
れ
ば
（
二
九
）、

二
人
が
何
れ
も
大
礼
議
事
件
で
は
議
礼
派
に
属
し
、
広
東
南
海
県
の
人
で
あ
り
、
氏
は
両
者
が
積
極
的
な
仏
教
排
斥
の
思
想

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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を
持
っ
て
い
た
理
由
に
つ
い
て
考
究
し
て
い
る
。
明
中
葉
以
降
、
広
東
社
会
で
は
官
紳
が
教
化
政
策
を
推
進
し
、
社
学
を
復
興
し
、
書
院
を

設
立
し
、
民
間
の
子
弟
を
教
化
し
、
風
俗
を
矯
正
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
た
。
霍
韜
は
「
儒
仏
一
体
」
の
説
を
排
斥
し
、
両
者
の
異
同
を
強
調

し
、
人
倫
関
係
を
重
視
し
た
。
霍
韜
ら
の
理
学
者
は
書
院
を
通
し
て
儒
教
の
礼
教
・
人
倫
思
想
を
鼓
吹
す
る
こ
と
で
仏
教
を
抑
止
し
よ
う
と

し
た
こ
と
を
陳
氏
は
指
摘
す
る
。
ま
た
、
併
せ
て
広
東
に
お
け
る
異
端
淫
祠
の
破
壊
に
触
れ
る
中
で
、
嘉
靖
元
（
一
五
二
二
）
年
、
提
督
学

副
使
魏
校
が
淫
祠
を
破
壊
し
、
社
学
や
書
院
に
改
築
し
た
こ
と
、
ま
た
香
山
県
で
は
嘉
靖
初
年
、
魏
校
が
寺
観
庵
堂
淫
祠
を
徹
底
的
に
取
り

壊
し
、
嘉
靖
二
年
に
は
無
量
寺
の
銅
仏
像
を
壊
し
て
二
十
四
個
も
籩
豆
食
器
を
鋳
造
し
、
そ
れ
で
文
廟
を
祭
っ
た
こ
と
な
ど
、
仏
教
が
往
々

に
し
て
邪
教
淫
祠
と
し
て
非
難
厳
禁
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

嘉
靖
年
間
に
お
け
る
寺
院
の
廃
毀
に
つ
い
て
は
『
大
明
会
典
』

（
三
〇
）

の
記
述
に
し
た
が
い
論
を
進
め
た
い
。『
大
明
会
典
』
巻
百
四
に
は
「
僧
道
」

す
な
わ
ち
仏
教
・
道
教
に
つ
い
て
、「
僧
道
給
度
」、「
僧
道
禁
例
」、「
清
理
寺
観
」、「
禁
止
戒
壇
」、「
保
挙
僧
道
」、「
僧
道
罪
犯
」、「
尼
姑

女
冠
」、「
真
人
名
号
」、「
道
士
差
遣
」
の
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
清
理
寺
観
」、
す
な
わ
ち
仏
教
寺
院
と
道
観
に
関
す
る
徹

底
的
な
整
理
・
処
理
の
項
に
は
嘉
靖
年
間
の
こ
と
と
し
て
嘉
靖
六
年
、
十
四
年
、
十
六
年
、
二
十
二
年
の
四
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

嘉
靖
六
年
は
本
格
的
な
仏
教
統
制
が
断
行
さ
れ
た
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
大
明
会
典
』
の
記
述
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

嘉
靖
六
年
奏
准
。
尼
僧
道
姑
、
発
還
原
籍
出
嫁
。
其
庵
寺
房
屋
土
地
、
尽
数
入
官
。

尼
僧
や
女
道
士
は
本
籍
に
送
り
返
し
て
嫁
に
行
か
せ
る
。
そ
の
庵
・
寺
の
建
物
や
土
地
は
残
ら
ず
官
に
入
れ
よ
、
と
い
う
も
の
で
、
嘉
靖

六
年
十
二
月
壬
子
（
九
日
）
の
礼
部
尚
書
方
献
夫
ら
の
奏
上
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。『
明
世
宗
実
録
』
巻
八
十
三
や
『
明
世
宗
宝
訓
』
第

五
巻
に
詳
し
い
。
そ
の
四
日
前
の
十
二
月
五
日
、
詹
事
の
霍
韜
が
「
太
祖
旧
章
十
二
事
」
を
奏
上
し
た
。
太
祖
洪
武
帝
の
定
め
た
政
令
に
基

づ
く
も
の
で
、
そ
の
最
後
の
三
事
で
は
仏
教
と
道
教
に
対
し
て
厳
し
く
管
理
す
る
方
策
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
（
三
一
）。

霍
韜
の
十
二
事
に

つ
い
て
は
「
詔
所
司
知
之
」
と
あ
り
、
官
僚
た
ち
も
十
分
に
霍
韜
の
十
二
事
を
認
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
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十
二
月
九
日
、
方
献
夫
ら
は
次
の
よ
う
に
奏
上
す
る
。

尼
僧
道
姑
有
傷
風
化
。
欲
将
見
在
者
発
回
改
嫁
以
広
生
聚
。
年
老
者
量
給
𧋂
贍
依
親
居
住
。
其
庵
寺
拆
毀
変
売
。
勅
賜
尊
経
護
勅
等
項

追
奪
。
戒
諭
勲
戚
之
家
不
得
私
度
。
（
三
二
）

尼
僧
や
女
道
士
は
風
俗
・
教
化
に
害
を
与
え
て
い
る
か
ら
、
今
い
る
者
た
ち
を
送
り
返
し
、
再
嫁
さ
せ
て
民
を
ふ
や
し
国
力
を
充
実
さ
せ
た

い
。
年
老
い
た
も
の
に
は
配
給
を
お
こ
な
い
扶
助
し
て
身
内
と
住
ま
わ
せ
る
。
住
ん
で
い
た
寺
や
庵
は
取
り
壊
す
（
坼
毀
）
か
、
も
し
く
は

売
っ
て
換
金
（
変
売
）
す
る
。
下
賜
さ
れ
た
尊
経
や
勅
護
等
は
追
っ
て
剝
奪
す
る
。
勲
功
の
あ
る
天
子
の
親
戚
で
あ
っ
て
も
私
度
は
許
さ
れ

な
い
の
で
告
戒
訓
諭
す
る
。
こ
れ
に
は
嘉
靖
帝
か
ら
は
「
詔
悉
如
其
言
」
と
、
そ
の
言
の
通
り
に
す
る
よ
う
詔
が
あ
っ
た
。
尼
僧
や
女
道
士

の
還
俗
が
確
認
さ
れ
、
住
ん
で
い
た
寺
や
庵
の
取
り
壊
し
あ
る
い
は
変
売
が
指
示
さ
れ
た
（
三
三
）。

こ
の
時
の
方
献
夫
の
奏
上
に
よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
た
寺
庵
の
数
は
『
西
園
聞
見
録
』
に
よ
れ
ば
六
百
ヶ
所
以
上
で
あ
っ
た
と
い
う
（
三
四
）。

『
明
世
宗
宝
訓
』
に
よ
る
と
次
い
で
方
献
夫
が
再
び
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
と
い
う
。

皇
姑
寺
系
祖
宗
勅
建
宜
留
之
、
以
安
輯
年
老
無
依
尼
僧
道
姑
。

皇
姑
寺
は
歴
代
の
祖
先
が
勅
に
よ
っ
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
残
し
て
留
め
、
年
老
い
て
よ
る
べ
な
き
尼
僧
道
姑
を
安
ん
じ
や
わ

ら
げ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
、
と
方
献
夫
は
申
し
上
げ
た
。
そ
こ
に
は
尼
僧
が
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
前
の
詔
に
よ
る
指
示
に
反
し
、
寺
院

の
存
続
が
建
言
さ
れ
た
（
三
五
）。

こ
れ
に
対
す
る
嘉
靖
帝
の
返
答
は
こ
う
で
あ
る
。

変
売
庵
寺
、
如
議
行
。
年
老
而
貧
者
量
給
銀
𧋂
贍
。
各
聴
其
父
兄
親
党
収
之
、
不
必
処
之
皇
姑
寺
。

即
ち
嘉
靖
帝
は
「
寺
や
庵
を
売
っ
て
換
金
す
る
の
は
議
論
し
た
と
お
り
に
行
え
。
年
老
い
て
貧
し
い
も
の
は
銀
を
配
給
し
て
め
ぐ
み
養
え
。

各
々
そ
の
父
兄
や
親
し
い
者
が
彼
女
ら
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
許
す
。
必
ず
し
も
彼
女
ら
を
皇
姑
寺
に
置
く
必
要
は
な
い
」
と
言
う
。
皇
姑

皇
學
館
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学
創
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周
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寺
に
尼
僧
ら
を
安
ん
じ
る
と
い
う
方
献
夫
の
前
言
に
対
し
、
皇
姑
寺
に
置
く
必
要
は
な
い
と
い
う
。
方
献
夫
に
対
し
て
も
更
に
こ
う
言
う
。

昨
霍
韜
言
、
僧
道
無
度
牒
者
其
令
有
司
尽
為
査
革
、
自
今
永
不
開
度
及
私
刱
寺
観
庵
院
。
犯
者
罪
無
赦
。

こ
の
前
、
霍
韜
が
「
仏
教
と
道
教
で
度
牃
の
な
い
者
は
役
人
に
尽
く
調
べ
て
辞
め
さ
せ
よ
」
と
言
っ
た
が
、
今
後
、
得
度
式
を
開
く
こ
と
は

な
く
、
ま
た
非
公
式
に
寺
院
や
道
観
、
庵
や
院
を
建
て
る
こ
と
は
罪
で
あ
る
と
し
、
許
さ
な
い
。
霍
韜
の
五
日
の
建
言
を
承
け
、
嘉
靖
帝
は

得
度
式
の
開
催
不
可
、
私
的
に
寺
院
や
道
観
等
を
建
て
る
こ
と
は
罪
で
あ
る
こ
と
を
言
い
渡
し
た
。

『
明
世
宗
実
録
』
の
十
二
月
九
日
の
條
は
続
い
て
江
西
の
提
学
副
使
の
徐
一
鳴
に
言
及
し
て
い
る
。

会
江
西
提
学
副
使
徐
一
鳴
以
拆
毀
寺
観
被
逮
至
京
。
献
夫
乃
与
詹
事
霍
韜
、
少
詹
事
黄
綰
、
右
僉
都
御
史
熊
浹
上
疏
、
乞
宥
一
鳴
言
僧

道
不
事
農
業
、
善
為
幻
術
、
惑
弄
愚
民
。
祖
宗
深
察
其
奸
故
独
厳
其
禁
、
凡
府
州
県
惟
令
存
一
寺
観
、
併
居
其
眾
禁
度
尼
僧
、
又
禁
子

弟
披
剃
俱
発
北
京
種
田
誠
預
防
禍
乱
之
至
計
矣
。

徐
一
鳴
は
寺
院
・
道
観
（
三
六
）を

拆
毀
し
た
た
め
捕
え
ら
れ
京
に
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
時
方
献
夫
は
詹
事
霍
韜
や
小
詹
事
主
綰
、
右
僉
都
御
史
熊

浹
と
と
も
に
徐
一
鳴
を
許
す
よ
う
に
上
疏
し
た
。
徐
一
鳴
は
江
西
で
寺
院
を
破
壊
し
た
廉
で
捕
ら
え
ら
れ
た
。
徐
一
鳴
は
結
局
の
と
こ
ろ
許

さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
寺
院
・
道
観
の
破
壊
は
嘉
靖
初
期
に
は
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。
（
三
七
）

『
大
明
会
典
』
巻
百
四
「
僧
道
」「
清
理
寺
観
」
中
の
第
二
番
目
、
嘉
靖
十
四
年
の
記
述
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
嘉
靖
）
十
四
年
、
大
興
隆
寺
燬
。
令
永
不
許
復
。
併
大
慈
恩
寺
一
応
修
齋
俱
革
。
僧
徒
聴
告
就
各
寺
依
住
。
有
帰
化
者
、
量
給
原
寺

田
畝
、
仍
免
差
徭
六
年
。

嘉
靖
十
四
年
に
大
興
隆
寺
が
火
災
に
遭
い
、
永
久
に
復
旧
を
許
さ
な
い
、
と
い
う
。『
明
世
宗
実
録
』
巻
百
七
十
四
に
は
「
庚
戌
（
四
月

二
十
日
）、
時
大
興
隆
寺
火
。
上
用
御
史
諸
演
言
及
部
議
不
復
建
寺
。」
と
あ
り
、
嘉
靖
帝
が
御
史
の
言
や
部
議
を
容
れ
て
寺
の
再
建
を
許
さ

な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
興
隆
寺
に
は
僧
録
司
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
火
災
の
後
、
僧
録
司
は
大
隆
善
寺
に
移
さ
れ
た
（
三
八
）。

大
興
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隆
寺
火
災
の
翌
年
の
嘉
靖
十
五
（
一
五
三
六
）
年
は
上
述
の
と
お
り
禁
中
の
大
善
殿
が
壊
さ
れ
、
そ
の
仏
像
が
焼
き
捨
て
ら
れ
た
年
で
あ
り
、

こ
の
年
大
興
隆
寺
の
旧
址
は
講
武
堂
と
さ
れ
た
。

『
大
明
会
典
』
巻
百
四
「
僧
道
」「
清
理
寺
観
」
中
の
第
三
番
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
嘉
靖
）
十
六
年
題
准
、
各
該
有
司
欽
遵
聖
諭
、
化
正
僧
徒
、
願
自
還
俗
者
、
聴
其
自
求
安
便
。
各
処
寺
院
年
久
、
𥓭
殿
任
其
頽
壊
、

不
許
修
葺
。（
以
下
略
）

各
々
当
該
部
局
の
官
僚
は
皇
帝
の
聖
諭
を
謹
ん
で
遵
守
し
、
僧
侶
ら
を
導
き
正
し
、
自
ら
還
俗
を
願
い
出
る
者
に
は
自
ら
の
安
心
を
求
め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
聴
許
せ
よ
。
各
所
の
寺
院
は
年
月
が
経
っ
て
も
殿
舎
は
そ
の
頽
壊
す
る
に
任
せ
、
修
復
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
。
仏

教
界
に
対
す
る
様
々
な
締
め
付
け
が
あ
る
な
か
で
、
寺
院
に
限
っ
て
言
え
ば
、
朽
ち
て
ゆ
く
寺
院
は
朽
ち
る
に
任
せ
、
そ
の
修
復
は
許
さ
な

い
、
と
い
う
。

『
大
明
会
典
』
巻
百
四
「
僧
道
」「
清
理
寺
観
」
の
第
四
番
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
嘉
靖
）
二
十
二
年
、
令
毁
大
慈
恩
寺
。

嘉
靖
二
十
二
（
一
五
四
三
）
年
、
大
慈
恩
寺
を
毀
壊
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、『
明
世
宗
実
録
』
巻
二
百
七
十
二
に
よ
れ
ば
、

嘉
靖
二
十
二
年
三
月
乙
巳
朔
…
癸
酉
…
初
禁
苑
北
牆
下
故
有
大
慈
恩
寺
、
一
区
為
西
域
群
僧
所
居
。
至
是
、
上
以
為
邪
穢
不
宜
邇
禁
地
、

詔
所
司
毀
之
駆
置
番
僧
於
他
所
。

と
あ
り
、
三
月
癸
酉
（
二
十
九
日
）、
禁
苑
の
北
牆
下
に
も
と
よ
り
西
域
群
僧
の
居
住
す
る
大
慈
恩
寺
が
あ
っ
た
が
、
汚
ら
わ
し
も
の
が
禁

苑
の
近
く
に
あ
る
の
は
よ
く
な
い
と
嘉
靖
帝
が
考
え
、
役
人
ら
に
大
慈
恩
寺
を
毀
ち
、
ラ
マ
僧
を
他
所
に
移
し
置
く
よ
う
に
詔
し
た
と
い
う
。

前
述
の
通
り
、
嘉
靖
帝
の
前
の
武
宗
が
正
徳
年
間
に
ラ
マ
教
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
嘉
靖
帝
の
初
め
に
は
度
々
ラ
マ
僧
ら
が
皇

帝
に
謁
見
を
求
め
て
北
京
に
大
挙
し
て
押
し
か
け
て
い
た
た
め
、
ラ
マ
僧
の
入
貢
制
限
が
取
ら
れ
て
い
た
（
三
九
）。

禁
苑
の
北
の
城
壁
の
下
に
あ
っ
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た
大
慈
恩
寺
は
そ
れ
ら
ラ
マ
僧
の
滞
留
地
と
な
っ
て
い
た
。

第
三
節

僧
（
サ
ン
ガ
）
の
取
り
締
ま
り

廃
寺
と
そ
れ
に
伴
う
寺
院
の
破
壊
は
僧
（
サ
ン
ガ
）
即
ち
僧
侶
組
織
へ
の
圧
力
と
相
俟
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
住
僧
が
欠
け
た
場

合
、
そ
の
寺
や
庵
は
当
然
、
不
要
な
も
の
と
な
り
、
上
に
述
べ
た
寺
院
破
壊
や
仏
像
棄
釈
へ
と
連
動
す
る
。
こ
こ
で
は
『
大
明
会
典
』
巻
百

四
「
僧
道
」
に
記
さ
れ
る
僧
侶
及
び
道
士
に
対
す
る
禁
例
（
禁
令
）
と
戒
壇
の
禁
止
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
嘉
靖
年
間
の
僧
（
サ
ン
ガ
）
の

取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
時
系
列
で
取
り
上
げ
る
。

嘉
靖
五
（
一
五
二
六
）
年
五
月
九
日
、
詔
が
あ
っ
て
西
山
の
戒
壇
及
び
天
寧
寺
で
の
受
戒
に
あ
た
り
僧
人
と
一
般
人
の
男
女
が
混
雑
す
る

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。

詔
、
厳
禁
西
山
戒
壇
及
天
寧
寺
受
戒
僧
人
並
男
女
相
混
者
、
因
令
都
察
院
給
榜
、
遍
諭
天
下
。
犯
者
罪
無
赦
。
（
四
〇
）

詔
す
、
西
山
の
戒
壇
及
び
天
寧
寺
の
受
戒
の
僧
人
と
一
般
人
の
男
女
が
混
淆
し
て
集
会
を
開
く
こ
と
を
厳
禁
す
る
。
都
察
院
に
高
札
を
掛

け
さ
せ
て
天
下
に
遍
く
諭
告
す
る
。
犯
し
た
者
の
罪
は
許
さ
れ
な
い
。

こ
こ
に
い
う
西
山
戒
壇
と
は
、
北
京
市
の
門
頭
溝
区
永
定
鎮
の
馬
鞍
山
麓
に
所
在
す
る
戒
壇
寺
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
は
戒
台
寺
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
杭
州
の
昭
慶
寺
、
泉
州
の
開
元
寺
と
と
も
に
中
国
三
大
戒
壇
に
数
え
ら
れ
た
戒
壇
で
あ
る
。
遼
の
咸
雍
六
（
一
〇
七
〇
）
年
に

高
僧
法
均
が
慧
聚
寺
に
菩
薩
戒
を
授
け
る
た
め
の
戒
壇
を
開
く
（
四
一
）と

、
僧
俗
を
問
わ
ず
数
多
く
の
参
詣
者
が
菩
薩
戒
の
受
戒
を
求
め
て
戒
壇
に

殺
到
し
た
。
元
代
の
兵
火
以
降
、
衰
亡
し
て
い
た
が
、
明
の
宣
徳
九
（
一
四
三
四
）
年
か
ら
正
統
五
（
一
四
四
〇
）
年
ま
で
七
年
か
け
て
改

修
が
行
わ
れ
、
沙
門
道
孚
が
伝
戒
大
師
と
な
り
、
寺
院
名
が
万
寿
禅
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
（
四
二
）

時
代
は
下
る
が
一
五
九
〇
年
代
の
宛
平
の
様
子
を
伝
え
る
沈
榜
の
『
宛
署
雑
記
』
に
よ
れ
ば
、
戒
壇
が
開
か
れ
る
日
に
は
多
数
の
人
が
た
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仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
相
剋
（
河
野
）

― 425 ―



ち
ま
ち
の
う
ち
に
集
ま
っ
て
は
散
じ
、
民
の
財
力
が
甚
だ
豊
か
で
、
盛
ん
に
人
を
養
い
育
て
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で

あ
る
と
い
う
（
四
三
）。

ま
た
、
四
月
八
日
に
説
法
が
始
ま
り
、
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
る
。
天
下
の
遊
僧
は
こ
と
ご
と
く
参
集
し
、
商
売
人
も
ご
っ
た

返
す
。
そ
の
近
く
に
は
秋
坡
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
傾
国
の
妓
女
ら
が
競
っ
て
集
ま
っ
て
く
る
。
俗
に
「
趕
秋
坡
」
と
言
わ
れ
た
。
十
二

日
に
は
戒
壇
を
求
め
、
位
の
高
い
官
吏
た
ち
も
集
ま
り
、
そ
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
古
く
か
ら
経
行
の
地
で
あ
り
、
ひ
と
た
び
山
坳
・

水
曲
に
遇
え
ば
必
ず
茶
篷
・
酒
肆
が
あ
り
、
妓
女
の
楽
し
み
を
交
え
、
緑
樹
と
紅
裙
が
あ
ざ
や
か
で
、
人
の
声
や
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
う
声

が
聞
こ
え
、
遠
く
か
ら
望
め
ば
あ
た
か
も
絵
画
の
よ
う
で
あ
っ
た
、
と
い
う
（
四
四
）。

嘉
靖
帝
の
統
治
終
了
後
約
三
十
年
の
様
子
で
あ
る
が
、
戒
壇
の
開
催
さ
れ
る
日
は
恰
も
社
寺
の
縁
日
の
よ
う
な
賑
わ
い
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
（
四
五
）。

ま
た
、
天
寧
寺
は
北
京
市
西
城
区
に
あ
る
寺
院
で
、
遼
の
天
慶
九
（
一
一
一
九
）
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
八
角
十
三
重
の
「
天

王
寺
舎
利
塔
」
が
現
存
す
る
（
四
六
）。

伝
承
で
は
北
魏
孝
文
帝
時
代
の
創
建
で
光
林
寺
と
さ
れ
（
四
七
）、

隋
に
は
弘
業
寺
（
宏
業
寺
）、
唐
に
は
天
王
寺
、

金
に
は
大
万
安
寺
と
称
さ
れ
た
。
し
か
し
、
王
世
仁
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
隋
の
弘
業
寺
と
唐
の
天
王
寺
は
元
々
同
じ
寺
院
で
は
な
く
、
遼

代
後
期
に
は
幽
州
（
河
北
省
北
部
か
ら
遼
寧
省
一
帯
）
に
弘
業
寺
と
天
王
寺
と
い
う
二
つ
の
別
の
寺
院
が
併
存
し
て
い
た
と
い
う
（
四
八
）。

元
末
に
は

兵
火
に
遭
っ
て
蕩
尽
し
た
が
、
塔
は
残
っ
た
。
明
の
初
め
、
燕
王
で
あ
っ
た
朱
棣

し
ゅ
て
い

（
後
の
永
楽
帝
）
が
天
王
寺
を
再
建
し
た
。「
乾
隆
御
製

重
修
天
寧
寺
碑
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

宣
徳
中
改
名
天
寧
。
正
統
乙
丑
更
名
広
善
戒
壇
、
設
宗
師
十
人
。
歲
以
四
月
下
旬
、
集
緇
流
、
聴
度
。
謂
之
円
戒
。
嗣
後
乃
復
今
名
。

一
修
於
正
統マ

マ

乙
亥
、
再
修
於
嘉
靖
甲
申
、
皆
內
官
監
為
之
。

宣
徳
年
間
（
十
年
＝
一
四
三
五
年
）
に
は
天
寧
寺
と
改
称
さ
れ
、
正
統
乙
丑
即
ち
十
（
一
四
四
五
）
年
に
は
更
に
広
善
戒
壇
と
称
し
た
が
、

の
ち
ま
た
天
寧
寺
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
四
九
）。

広
善
戒
壇
と
な
っ
て
か
ら
は
高
僧
十
人
が
置
か
れ
、
四
月
下
旬
に
は
僧
侶
た
ち
を
集
め
得
度
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す
る
を
聴
許
し
た
と
い
い
、
円
戒
と
称
し
て
い
る
。
一
回
目
の
修
復
が
正
徳
（
正
統
に
乙
亥
の
年
は
な
く
、
正
徳
か
）
乙
亥
即
ち
十
（
一
五
一
五
）

年
で
あ
り
、
二
回
目
の
修
復
が
嘉
靖
帝
の
甲
申
の
年
、
即
ち
三
（
一
五
二
四
）
年
で
あ
っ
た
。

『
大
明
会
典
』
で
戒
壇
寺
（
戒
台
寺
）
と
並
ん
で
天
寧
寺
が
出
る
の
は
、
戒
壇
寺
が
正
統
十
（
一
四
四
五
）
年
に
広
善
戒
壇
と
称
さ
れ
、
高

僧
十
人
が
置
か
れ
る
程
の
寺
院
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
嘉
靖
六
年
十
二
月
九
日
に
は
、
前
述
の
と
お
り
尼
僧
や
女
道
士
の
還
俗
や
、
庵
や
寺
の
建
物
と
土
地
の
没
収
に
加
え
て
得
度
式
を

開
く
こ
と
を
禁
止
す
る
勅
諭
が
出
さ
れ
た
。
礼
部
尚
書
方
献
夫
の
上
奏
に
対
す
る
詔
で
あ
る
。
方
献
夫
か
ら
は
尼
僧
・
道
姑
や
年
老
い
た
者

の
還
俗
が
提
言
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
日
の
詔
の
四
日
前
の
十
二
月
五
日
、
詹
事
霍
韜
が
「
太
祖
旧
章
十
二
事
」
を
奏
上
し
、
仏
教
と
道
教
に
対
す
る
厳
し
い
管
理
を
求
め

た
こ
と
は
先
に
ふ
れ
た
。
そ
の
際
、
霍
韜
は
次
の
通
り
「
周
知
冊
」
を
作
成
す
る
こ
と
を
進
言
し
た
。

一
言
洪
武
中
給
僧
道
度
牒
、
令
僧
道
録
司
造
周
知
冊
、
頒
行
天
下
寺
観
。
凡
遇
僧
道
即
与
対
冊
、
如
有
不
同
即
為
偽
冒
。
（
五
〇
）

洪
武
年
間
に
僧
・
道
に
度
牒
を
与
え
、
僧
録
司
・
道
録
司
に
周
知
冊
を
作
ら
せ
天
下
の
寺
院
・
道
観
に
頒
布
し
た
。
僧
侶
や
道
士
に
遭
遇

し
た
場
合
、
周
知
冊
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
も
し
違
っ
て
い
た
ら
詐
称
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。『
釈
氏
稽
古
略
続
集
』
巻
二
で
は
周
知
冊

は
洪
武
五
（
一
三
七
二
）
年
に
作
成
が
命
じ
ら
れ
た
と
す
る
。
間
野
潜
龍
氏
の
研
究
に
詳
し
い
よ
う
に
洪
武
二
十
五
年
閏
十
二
月
に
初
め
て

実
施
さ
れ
た
（
五
一
）。

霍
韜
は
こ
れ
を
復
活
さ
せ
、
仏
教
と
道
教
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
（
五
二
）

嘉
靖
八
年
三
月
二
十
九
日
に
は
、
京
師
の
諸
寺
の
参
禅
・
礼
仏
の
会
で
男
女
が
入
り
混
じ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。『
大
明
会
典
』
巻
百

四
「
僧
道
」「
僧
道
禁
令
」
に
は
こ
う
あ
る
。

嘉
靖
八
年
奏
准
、
凡
宦
戚
施
捨
寺
観
、
不
許
容
令
婦
女
出
入
、
及
多
蓄
行
童
。
若
有
私
自
簪
剃
、
幷
犯
姦
者
、
各
照
律
例
問
擬
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宦
官
と
外
戚
の
喜
捨
し
た
寺
観
は
す
べ
て
婦
女
を
出
入
り
さ
せ
る
こ
と
、
ち
ご
を
あ
つ
め
養
う
こ
と
を
許
さ
な
い
。
も

神
仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
相
剋
（
河
野
）
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し
ひ
そ
か
に
道
士
や
僧
に
な
っ
た
者
な
ら
び
に
姦
淫
の
罪
を
犯
し
た
者
は
各
々
刑
法
に
照
ら
し
て
問
い
質
し
、法
刑
の
適
用
の
案
を
定
め
よ
、

と
い
う
。

こ
の
案
件
が
認
め
ら
れ
た
の
は
三
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
尚
書
李
時
の
上
奏
が
あ
っ
た
。

尚
書
李
時
、
每
年
四
月
京
師
諸
寺
有
参
禅
礼
仏
之
会
、
男
女
雑
遝
大
敗
風
俗
。
宜
行
禁
諭
。
（
五
三
）

尚
書
の
李
時
（
の
上
奏
す
る
に
は
）、
毎
年
四
月
、
京
師
の
諸
寺
で
参
禅
・
礼
仏
の
法
会
が
行
わ
れ
、
男
女
が
混
み
合
い
、
大
い
に
風
俗
を
乱

し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
禁
じ
る
諭
告
を
お
出
し
く
だ
さ
い
、
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
嘉
靖
帝
は
、

上
謂
其
言
有
禆
風
化
、
即
命
有
司
巡
視
逮
治
、
都
察
院
榜
示
中
外
厳
為
禁
革
。
（
五
四
）

嘉
靖
帝
は
李
時
の
言
葉
が
風
俗
の
教
化
に
裨
益
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
直
ち
に
官
吏
に
命
じ
て
見
回
り
、
逮
捕
し
て
罪
を
糺
さ
せ
、
都

察
院
に
は
朝
廷
の
内
外
に
厳
し
く
禁
じ
改
め
る
こ
と
と
い
う
立
て
札
を
建
て
て
人
々
に
示
す
よ
う
に
さ
せ
た
、
と
い
う
。

四
月
に
は
前
述
の
戒
台
寺
で
の
戒
壇
を
は
じ
め
、
京
師
の
あ
ち
こ
ち
の
仏
寺
で
参
禅
や
礼
仏
の
法
会
が
催
さ
れ
る
か
ら
、
四
月
を
迎
え
よ

う
と
す
る
三
月
二
十
九
日
に
な
っ
て
男
女
の
雑
踏
を
抑
え
る
た
め
の
禁
令
が
準
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

嘉
靖
十
年
閏
六
月
六
日
、
重
ね
て
仏
教
と
道
教
に
お
け
る
私
度
の
禁
が
命
じ
ら
れ
、
正
し
い
定
員
で
は
な
い
者
は
沙
汰
せ
よ
と
命
じ
ら
れ

て
い
る
。

命
申
明
僧
道
私
度
之
禁
。
諸
不
在
正
額
者
皆
汰
之
。
（
五
五
）

前
述
の
と
お
り
嘉
靖
六
年
十
二
月
九
日
に
は
得
度
式
を
開
く
こ
と
を
禁
止
す
る
勅
諭
が
出
さ
れ
た
。
私
度
の
禁
止
は
嘉
靖
八
年
三
月
二
十
九

日
に
「
若
有
私
自
簪
剃
、
幷
犯
姦
者
、
各
照
律
例
問
擬
」
と
あ
っ
た
と
お
り
、
処
分
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
申
明
即
ち
重
ね
て
命
じ

ら
れ
た
。

嘉
靖
十
六
年
に
は
前
述
の
と
お
り
僧
侶
の
還
俗
が
聴
許
さ
れ
る
一
方
、
寺
院
修
復
が
禁
止
さ
れ
、
民
間
の
子
供
の
出
家
や
私
度
の
場
合
、

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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そ
の
父
母
や
隣
近
所
の
者
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
大
明
会
典
』「
僧
道
」
の
「
清
理
寺
観
」
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

（
嘉
靖
）
十
六
年
題
准
、
…
民
間
幼
童
、
不
許
捨
入
為
僧
、
私
自
披
剃
。
如
有
此
等
、
罪
其
父
母
及
其
隣
佑
。
（
五
六
）

民
間
の
幼
い
子
供
ど
も
が
出
家
し
て
僧
と
な
り
、
勝
手
に
僧
衣
を
着
し
、
剃
髪
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、そ
の
父
母
と
隣
近
所
の
人
は
罪
と
な
る
。
こ
れ
に
関
す
る
記
事
は『
明
世
宗
実
録
』に
は
巻
二
百
五
、嘉
靖
十
六
年
十
月
辛
酉
条（
十
五

日
）
に
あ
り
、「
行
之
数
年
則
緇
留
日
減
而
仏
宇
所
存
亦
無
幾
矣
。
此
潜
消
黙
化
之
術
也
」
と
加
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
数
年
の
間
、
こ

う
す
れ
ば
、
僧
侶
は
日
に
日
に
減
っ
て
ゆ
き
、
生
き
な
が
ら
え
る
仏
教
寺
院
も
い
く
ら
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
潜
消
黙
化
」（
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
消
え
て
な
く
な
る
）
の
術
で
あ
る
、
と
。
嘉
靖
帝
の
思
惑
が
廃
仏
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

嘉
靖
二
十
二
（
一
五
四
三
）
年
七
月
一
日
に
は
、
遊
聚
の
尼
僧
を
還
俗
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。

嘉
靖
二
十
二
年
七
月
甲
辰
朔
…
礼
部
請
申
明
昔
年
所
奉
禁
革
尼
僧
聖
諭
、
凡
中
外
一
切
游
聚
尼
僧
俱
勒
令
還
俗
婚
配
、
罷
毀
所
居
浮
屠

庵
院
、
違
者
重
懲
如
令
。
詔
可
。
（
五
七
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
礼
部
か
ら
の
奏
請
で
あ
り
、
宮
中
内
外
の
一
切
の
遊
聚
の
尼
僧
は
す
べ
て
強
制
的
に
還
俗
さ
せ
、
配
偶
者
を
娶
っ
て
辞

め
さ
せ
、
住
ん
で
い
る
寺
院
や
庵
、
院
は
壊
す
と
い
う
、
昔
年
、
承
っ
た
尼
僧
を
禁
革
す
る
皇
帝
陛
下
の
勅
諭
を
重
ね
て
明
ら
か
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
、
違
反
者
は
厳
し
く
懲
ら
し
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

先
に
見
た
通
り
、
既
に
嘉
靖
六
年
十
二
月
九
日
に
は
方
献
夫
の
「
尼
僧
道
姑
有
傷
風
化
。
欲
将
見
在
者
発
回
改
嫁
以
広
生
聚
」
と
い
う
上

奏
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
嘉
靖
帝
は
そ
の
統
治
の
初
期
に
は
仏
道
を
徹
底
的
に
排
斥
す
る
態
度
は
現
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
五
八
）が

、
次
第
に

道
教
に
熱
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
嘉
靖
六
年
の
折
に
は
尼
僧
と
道
姑
（
女
道
士
）
が
風
俗
を
悪
く
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
嘉
靖
二
十
二

年
に
は
道
姑
は
対
象
と
さ
れ
ず
、
尼
僧
の
還
俗
や
退
所
な
ど
尼
僧
に
対
し
、
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

嘉
靖
三
十
七
年
三
月
二
十
五
日
に
は
、
銀
六
両
を
以
て
私
度
者
を
度
す
こ
と
と
さ
れ
た
。

神
仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
相
剋
（
河
野
）
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僧
道
十
六
歲
以
上
私
自
簪
剃
者
各
追
銀
六
両
…
（
五
九
）

明
代
の
売
牒
に
つ
い
て
は
間
野
潜
龍
氏
の
『
明
代
文
化
史
研
究
』
に
明
ら
か
で
あ
り
、
嘉
靖
帝
の
前
の
武
宗
（
在
位
一
五
〇
五
～
一
五
二
一
）

に
つ
い
て
も
同
氏
の
「
嘉
靖
初
期
に
お
け
る
仏
教
統
制
の
理
念
」
で
嘉
靖
朝
を
論
じ
る
前
段
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
正
徳
三
（
一
五
〇
八
）

年
四
月
の
際
に
は
度
牒
を
与
え
る
際
に
一
人
あ
た
り
十
両
或
い
は
八
両
を
納
め
さ
せ
た
（
六
〇
）と

い
い
、
同
七
月
に
は
十
三
両
か
ら
八
両
を
納
め
さ

せ
た
（
六
一
）と

い
う
。
嘉
靖
朝
で
は
す
で
に
六
年
十
二
月
九
日
に
は
得
度
式
を
開
く
こ
と
は
禁
止
さ
れ
、
嘉
靖
八
年
三
月
二
十
九
日
に
は
道
教
と
仏

教
に
お
け
る
私
度
が
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
さ
れ
、嘉
靖
十
年
閏
六
月
六
日
に
も
重
ね
て
仏
教
と
道
教
に
お
け
る
私
度
の
禁
が
命
じ
ら
れ
た
。

嘉
靖
年
間
に
は
銀
納
に
よ
る
度
牃
発
売
を
盛
ん
に
行
い
、
嘉
靖
十
八
年
に
十
両
で
あ
っ
た
の
が
、
三
十
七
年
に
は
六
両
に
減
額
さ
れ
た
（
六
二
）。

嘉
靖
帝
崩
御
の
約
三
か
月
前
、
嘉
靖
四
十
五
年
九
月
二
十
二
日
、
戒
壇
を
開
く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。『
明
世
宗
実
録
』
に
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

己
酉
、
詔
順
天
撫
按
官
厳
禁
僧
尼
至
戒
壇
說
法
。
仍
令
廠
衛
巡
城
御
史
通
査
京
城
內
外
僧
寺
、
有
仍
以
受
戒
寄
寓
者
収
捕
下
獄
。
四
方

遊
僧
悉
聴
所
在
有
司
逓
回
籍
当
差
。
（
六
三
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
己
酉
即
ち
二
十
二
日
、
順
天
府
（
北
京
）
の
撫
按
官
に
詔
し
て
僧
尼
が
戒
壇
に
行
き
説
法
を
す
る
こ
と
を
厳
禁
さ
せ
た
。

東
廠
、
錦
衣
衛
、
巡
城
御
史
に
順
天
府
の
內
外
の
僧
寺
を
く
ま
な
く
調
べ
さ
せ
、
受
戒
の
た
め
に
寄
寓
す
る
者
が
い
た
ら
捕
縛
し
て
牢
獄
に

入
れ
さ
せ
た
。
天
下
諸
国
の
遊
僧
は
今
居
る
と
こ
ろ
の
役
人
が
本
籍
に
送
り
返
し
て
労
使
に
あ
て
さ
せ
る
こ
と
を
許
し
た
。

『
大
明
会
典
』
に
は
地
方
に
お
け
る
僧
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

凡
禁
止
戒
壇
。
嘉
靖
四
十
五
年
令
、
在
外
行
撫
按
衙
門
、
督
率
有
司
、
各
査
本
処
僧
寺
若
干
、
僧
徒
若
干
、
明
白
登
簿
、
不
時
査
点
、

不
到
者
罪
坐
住
持
、
立
限
投
銷
。
一
切
寄
住
遊
僧
、
発
回
原
籍
当
差
。
在
京
廠
衛
衙
門
、
及
五
城
御
史
、
将
京
城
內
外
地
方
大
小
僧
寺
、

厳
加
巡
緝
、
有
指
称
受
戒
、
姦
淫
不
法
者
、
訪
拏
重
治
。
（
六
四
）

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
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在
外
（
地
方
）
の
巡
撫
・
巡
按
の
役
所
は
役
人
を
監
督
し
率
い
て
各
々
所
管
内
の
幾
つ
か
の
僧
寺
、
幾
人
か
の
僧
を
調
べ
、
帳
簿
に
明
ら

か
に
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
度
々
、
一
つ
一
つ
丹
念
に
調
べ
、
不
行
き
届
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
住
持
を
罰
す
る
。
期
限
を
決
め

て
籍
を
取
り
消
せ
。
寄
住
し
て
い
る
全
て
の
遊
僧
は
原
籍
に
送
り
返
し
、
労
役
に
あ
た
ら
せ
る
。
京
内
の
東
廠
・
錦
衣
衛
の
役
所
及
び
五
城

御
史
は
順
天
府
（
北
京
）
内
外
の
大
小
の
僧
寺
を
厳
し
く
巡
回
し
て
罪
に
当
た
る
も
の
を
捕
ら
え
、
受
戒
し
て
い
る
と
称
す
る
者
、
姦
淫
し

不
法
の
者
は
探
し
出
し
て
捕
ら
え
、
厳
し
く
処
分
せ
よ
、
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
頃
は
白
蓮
教
が
盛
行
し
、
先
に
ふ
れ
た
西
山
・
秋
坡
の
群
盗
ど
も
が
四
月
八
日
に
戒
壇
を
劫
掠
し
た
た
め
、
御
史
の
鮑
承
廕

が
上
奏
し
た
。

時
白
蓮
教
盛
行
。
西
山
秋
坡
群
盗
、
以
四
月
初
八
日
劫
戒
壇
。
御
史
鮑
承
廕
上
疏
言
、
自
来
妖
盗
本
為
一
途
、
如
近
京
之
馬
相
呂
愷
河

南
之
李
応
乾
四
川
之
蔡
伯
貫
、
其
初
並
挟
邪
媚
道
教
、
衆
遂
成
大
患
。
啓
（
殷
か
）
鑑
不
遠
、
不
可
不
懲
。
兵
部
因
請
厳
遊
僧
惑
衆
之
禁
。
（
六
五
）

も
と
も
と
怪
し
い
者
と
盗
賊
は
同
じ
も
の
で
、
近
京
の
馬
相
・
呂
愷
、
河
南
の
李
応
乾
、
四
川
の
蔡
伯
貫
の
よ
う
に
、
は
じ
め
は
道
教
に

媚
び
諂
っ
て
い
る
が
、
遂
に
は
大
患
と
な
る
。
殷
鑑
遠
か
ら
ず
、
懲
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
兵
部
は
遊
僧
が
衆
を
惑
わ
す
こ
と
を
厳
し

く
禁
じ
る
こ
と
を
要
請
す
る
、
と
い
う
。

嘉
靖
帝
は
こ
れ
を
聞
き
入
れ
た
。

遊
僧
の
取
り
締
ま
り
に
併
せ
て
戒
壇
を
開
く
こ
と
自
体
が
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
受
戒
が
不
可
欠
な
仏
教
を
根
底
か
ら
突
き
崩
す
」
も

の
で
あ
る
（
六
六
）と

と
も
に
、
仏
教
界
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

長
谷
部
幽
蹊
氏
は
嘉
靖
帝
が
戒
壇
を
開
く
こ
と
を
禁
じ
た
理
由
と
し
て
、
従
来
の
積
弊
を
一
掃
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
、
そ
の
影
響
に
つ

い
て
、
嘉
靖
末
年
以
後
、
禁
制
が
布
か
れ
て
い
た
時
期
に
お
い
て
、
仏
法
の
中
衰
を
云
々
さ
れ
る
事
態
は
否
定
し
難
い
と
い
う
（
六
七
）。

こ
の
後
、

戒
壇
を
開
く
こ
と
の
禁
止
が
解
か
れ
た
の
は
半
世
紀
後
の
万
暦
四
十
二
（
一
六
一
四
）
年
、
古
心
如
馨
律
師
が
勅
建
の
五
台
山
聖
光
永
明
禅

神
仏
分
離
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寺
で
千
仏
の
大
戒
を
伝
授
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
六
八
）。

戒
壇
再
開
に
よ
っ
て
、他
の
諸
律
寺
や
禅
宗
の
大
叢
林
は
そ
の
余
沢
に
与
っ
て
、

一
様
に
開
壇
授
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
律
学
興
隆
の
機
運
が
開
け
る
こ
と
に
な
っ
た
（
六
九
）。

明
末
以
降
、
僧
俗
を
含
め
て
菩
薩
戒
の
授
受
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
菩
薩
戒
は
戒
壇
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
間
に
も
、
僧
徒

が
独
自
に
授
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
実
効
を
伴
う
戒
法
で
あ
っ
た
。
憨
山
徳
清
は
金
剛
宝
戒
即
ち
菩
薩
戒
を
授
け
、
博
山
元
来
も
比
丘
戒
と

は
別
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
。

第
三
章

嘉
靖
朝
の
仏
教
抑
圧
と
日
本
の
近
世
及
び
明
治
維
新
の
神
仏
分
離

日
中
の
事
案
を
詳
し
く
比
較
し
て
論
ず
る
に
は
紙
数
が
足
り
な
い
の
で
、
嘉
靖
朝
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
抑
圧
策
に
関
連
す
る
範
囲
で
日

本
の
対
照
的
な
事
案
を
概
説
す
る
（
七
〇
）。

仏
像
等
の
毀
棄
に
つ
い
て
は
、
朝
陽
門
外
の
道
観
・
玄
明
宮
の
仏
像
拆
棄
を
在
来
宗
教
で
あ
る
道
教
の
宗
教
施
設
内
に
あ
る
仏
像
の
破
壊

と
捉
え
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
は
神
道
施
設
即
ち
神
宮
・
神
社
に
あ
る
仏
像
の
撤
去
と
い
え
る
。
こ
れ
は
慶
応
四
年
三
月
二
十
八
日
に
出
さ

れ
た
神
社
内
の
仏
像
・
仏
具
を
取
り
除
け
と
い
う
達
に
相
当
す
る
。
こ
れ
を
承
け
，
即
座
に
日
吉
社
で
は
仏
像
の
焚
焼
や
仏
堂
の
破
壊
が
行

わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
廃
仏
毀
釈
の
先
駆
け
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。

禁
中
の
文
華
殿
東
室
の
釈
迦
像
撤
去
及
び
禁
中
大
善
殿
の
仏
像
・
仏
牙
等
焼
尽
は
禁
中
か
ら
の
仏
像
の
撤
去
と
捉
え
れ
ば
、
明
治
維
新
の

黒
戸
の
仏
像
を
水
薬
師
尼
寺
、
更
に
は
恭
明
宮
に
奉
遷
、
最
終
的
に
泉
涌
寺
へ
合
併
さ
せ
た
こ
と
に
相
当
す
る
。
嘉
靖
朝
の
例
と
は
異
な
り
、

日
本
に
お
い
て
は
瘞
埋
さ
れ
る
こ
と
も
、
焚
焼
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

寺
院
の
破
壊
に
つ
い
て
は
禁
中
に
関
し
て
は
前
述
の
黒
戸
の
撤
去
が
相
当
す
る
。
市
中
の
寺
院
の
廃
寺
・
破
壊
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
遑
が
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な
い
。
種
々
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
霍
韜
ら
の
理
学
者
が
儒
教
の
礼
教
・
人
倫
思
想
を
鼓
吹
す
る
こ
と
で
仏
教
を
抑
止
し
よ
う
と
し
た
こ
と

は
、
仏
教
に
対
し
て
伝
統
思
想
で
あ
る
儒
教
を
優
越
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
儒
教
、
国
学
、
神
道
か
ら
す
る
仏
教
批

判
に
相
当
し
、
ま
た
慶
応
四
年
に
神
仏
分
離
令
が
発
せ
ら
れ
た
時
期
に
お
い
て
も
王
政
復
古
、
神
祇
官
再
興
な
ど
の
諸
政
策
の
中
で
、
仏
教

に
対
す
る
神
祇
の
優
越
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
神
仏
分
離
に
お
い
て
市
中
の
寺
院
が
廃
寺
と
な
っ
た
例
と
し
て
は
、
明
治
維
新
の
王
政
復
古
の
状
況
下
で
、
興
福
寺
や
内
山
永
久

寺
と
い
っ
た
大
寺
の
住
僧
が
一
挙
に
神
職
に
転
じ
た
ケ
ー
ス
や
、
伊
勢
の
宇
治
山
田
や
苗
木
藩
な
ど
の
よ
う
に
檀
家
が
神
葬
祭
に
切
り
替
え

た
こ
と
に
よ
っ
て
檀
家
が
消
滅
し
、
廃
寺
に
追
い
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
、
十
津
川
村
の
よ
う
に
住
民
が
神
社
を
優
先
し
て
選
択
し
た
ケ
ー
ス
、

鹿
児
島
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
藩
や
県
が
強
力
な
廃
仏
を
断
行
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
様
々
で
あ
る
。
廃
寺
に
至
っ
た
理
由
は
事
例
ご
と
に
異
な
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

最
後
に
僧
（
サ
ン
ガ
）
の
取
り
締
ま
り
に
関
し
、
嘉
靖
朝
に
お
け
る
そ
の
究
極
は
そ
の
後
、
中
国
に
お
け
る
仏
教
衰
頽
の
因
と
も
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
戒
壇
禁
止
で
あ
る
。
そ
れ
に
至
る
ま
で
に
、
嘉
靖
五
年
五
月
や
八
年
三
月
に
は
男
女
の
混
雑
禁
止
な
ど
が
出
さ
れ
て
お
り
、

種
々
の
法
会
や
受
戒
会
な
ど
に
お
け
る
風
紀
の
紊
乱
が
あ
っ
た
。
日
本
も
同
様
、
風
紀
の
乱
れ
が
あ
っ
て
、
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
九
月

に
は
男
女
同
席
の
通
夜
へ
の
通
告
が
な
さ
れ
、
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
五
月
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
十
一
月
、
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）

年
七
月
に
は
僧
侶
風
紀
取
締
の
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
中
国
は
唐
代
以
来
、
政
治
権
力
が
仏
教
界
に
大
き
く
関
与
し
、
仏
教
は
国
家
権
力
の

統
制
下
に
置
か
れ
た
。
日
本
も
僧
尼
令
に
よ
り
仏
教
界
が
政
治
権
力
の
統
制
下
に
入
っ
た
が
、
中
国
ほ
ど
強
力
な
中
央
集
権
下
に
は
置
か
れ

な
か
っ
た
。
中
央
政
府
が
仏
教
界
の
戒
壇
開
設
を
禁
ず
る
こ
と
は
日
本
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
強
力
な
仏
教
抑
圧
措
置
と
い
え
よ
う
。
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仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
相
剋
（
河
野
）

― 433 ―



註
（
一
）
拙
論
「
三
教
の
衝
突
と
融
合
」（
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
06
中
国
Ⅰ
南
北
朝
『
仏
教
の
東
伝
と
受
容
』、
佼
成
出
版
社
、
平
成
二
十
二
年
）。「
中
国
に
お
け

る
仏
教
の
受
容
と
変
容

―
固
有
の
思
想
、
信
仰
と
仏
教
」（
拙
著
『
中
国
の
仏
教

受
容
と
そ
の
展
開
』、
皇
学
館
大
学
出
版
部
、
平
成
二
十
四
年
二
版
）

参
照
。

（
二
）
拙
論
「
い
の
ち
と
仏
教
」『
天
台
学
報
』
第
五
十
一
号
（
平
成
二
十
二
年
二
月
）。

（
三
）
拙
論
「
日
本
と
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
の
宗
教
と
の
交
渉
の
比
較
」『
宗
教
研
究
』
三
六
三
号
（
平
成
二
十
二
年
三
月
）。

（
四
）
櫻
井
治
男
教
授
代
表
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
宗
教
都
市
に
お
け
る
神
仏
分
離
の
実
態
的
研
究
―
伊
勢
神
宮
の
門
前
町
「
宇
治
・
山
田
」
を
中
心
に
―
」

（
平
成
十
九
年
度
～
二
十
一
年
度
）
報
告
書
。
並
び
に
河
野
訓
代
表
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
宗
教
都
市
伊
勢
に
お
け
る
神
仏
分
離
と
寺
院
・
神
祠
の

景
観
変
化
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
」（
平
成
二
十
二
年
度
～
二
十
四
年
度
）
報
告
書
（
河
野
科
研
①
）、
同
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
明
治
維
新
期
の
神
仏
分

離
政
策
の
波
及
と
宗
教
都
市
伊
勢
の
神
仏
分
離
」（
平
成
二
十
五
年
度
～
二
十
七
年
度
）
報
告
書
（
河
野
科
研
②
）、
同
・（
Ｃ
）「
明
治
維
新
期
の
宗
教

都
市
伊
勢
の
変
容
と
府
・
藩
・
県
に
お
け
る
神
仏
分
離
政
策
の
展
開
」（
平
成
二
十
八
年
度
～
三
十
年
度
）
報
告
書
（
河
野
科
研
③
）。

（
五
）
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
・
大
庭
脩
編
著
『
舶
載
書
目
』
上
・
下
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
昭
和
四
十
七
年
）。
大
庭
脩
「
日
本

に
お
け
る
中
国
典
籍
の
伝
播
と
影
響
」
参
照
（『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
９

典
籍
』。
大
修
館
書
店
、
平
成
八
年
）。

（
六
）
高
塩
博
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
参
照
（『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
２

法
律
制
度
』。
大
修
館
書
店
、
平
成
九
年
）。
劉
俊
文

「
序
論

中
日
法
制
交
流
史
略
述
」
参
照
（
同
）。

（
七
）
圭
室
諦
成
『
明
治
維
新

廃
仏
毀
釈
』「
第
三
部

排
仏
論
の
展
開
」（
白
揚
社
、
昭
和
十
四
年
）
及
び
羽
根
田
文
明
『
仏
教
遭
難
史
論
』「
前
記
」（
国

光
社
、
大
正
十
四
年
）
参
照
。

（
八
）
伝
統
的
な
儒
教
的
祭
祀
を
中
心
と
し
た
明
朝
の
国
家
祭
祀
と
仏
教
・
道
教
及
び
そ
の
他
の
諸
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
淺
井
紀
「
明
朝
の
国
家
祭
祀

と
仏
教
・
道
教
・
諸
神
」（『
東
洋
史
研
究
』
七
十
三
巻
一
号
、
平
成
二
十
六
年
六
月
）
参
照
。
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（
九
）
間
野
潜
龍
「
嘉
靖
初
期
に
お
け
る
仏
教
統
制
の
理
念
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
二
十
三
の
一
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
）
参
照
。

（
一
〇
）
胡
凡
『
嘉
靖
伝
』
六
「
道
教
之
崇
」（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
等
参
照
。

（
一
一
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
一
・
正
徳
十
六
年
四
月
癸
卯
条
参
照
。

（
一
二
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
三
・
正
徳
十
六
年
六
月
丁
未
条
参
照
。

（
一
三
）『
金
陵
梵
刹
志
』
巻
二
・
洪
武
十
四
年
辛
酉
六
月
二
十
四
日
条
参
照
。
間
野
潜
龍
『
明
代
文
化
史
研
究
』（
同
朋
舎
、
昭
和
五
十
四
年
）
二
四
八
頁

以
下
参
照
。

（
一
四
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
九
・
正
徳
十
六
年
十
二
月
丙
申
条
参
照
。

（
一
五
）
陳
玉
女
「
明
嘉
靖
初
期
に
お
け
る
議
礼
派
政
権
と
仏
教
粛
清

―
「
皇
姑
寺
事
件
」
を
考
察
の
中
心
に
し
て
―
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
二
三
、

平
成
七
年
一
月
）
参
照
。『
明
代
的
仏
教
与
社
会
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
六
二
頁
。

（
一
六
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
十
二
・
嘉
靖
元
年
三
月
壬
戌
条
参
照
。

（
一
七
）
注
一
〇
所
掲
胡
凡
著
参
照
。
ま
た
、
周
齊
『
明
代
仏
教
与
政
治
文
化
』
第
一
章
第
四
節
「
嘉
靖
至
明
末
諸
帝
崇
道
崇
仏
之
交
替
与
仏
教
」（
人
民
出

版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
一
八
）
注
一
五
所
掲
陳
玉
女
論
文
参
照
。
同
『
明
代
的
仏
教
与
社
会
』
六
三
頁
参
照
。

（
一
九
）
国
訳
一
切
経
の
龍
池
清
「
釈
鑑
稽
古
略
続
集
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
明
末
の
僧
幻
輪
大
聞
の
撰
に
な
る
『
釈
鑑
稽
古
略
続
集
』
は
元
明
仏
教
史
の
研

究
者
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
不
備
欠
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
巻
第
三
は
全
般
的
な
資
料
の
不
足
か
ら
記
述
も
頗

る
簡
略
で
、
錯
雑
も
多
く
、
前
二
巻
に
比
し
て
著
し
く
見
劣
り
が
す
る
内
容
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
二
〇
）
屠
応
塤
は
太
子
太
保
・
刑
部
尚
書
で
あ
っ
た
屠
勛
の
子
。
屠
勛
の
死
後
、
屠
応
坤
と
共
に
進
士
に
挙
げ
ら
れ
た
。『
明
武
宗
実
録
』
巻
百
四
十
二
・

正
徳
十
一
年
十
月
壬
子
（
四
日
）
条
参
照
。

（
二
一
）『
明
史
稿
』
列
伝
一
七
八
劉
瑾
伝
「
明
年
、
瑾
奏
於
朝
暘
門
建
元
明
宮
。
奪
猫
竹
廠
地
、
以
益
之
。
方
広
数
百
頃
、
毀
廬
舎
発
塚
墓
無
算
」。
明
年
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仏
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と
は
正
徳
四
年
。
劉
瑾
の
生
涯
に
つ
い
て
は
沢
田
瑞
穂
「
大
監
劉
瑾
」（『
天
理
大
学
学
報
』
十
八
（
三
）、
昭
和
四
十
二
年
三
月
）
参
照
。

（
二
二
）『
明
史
』
列
伝
第
八
十
二
趙
璜
伝
「
嘉
靖
元
年
…
劉
瑾
創
玄
明
宮
、
糜
財
数
十
万
、
瑾
死
、
奸
人
献
為
皇
荘
。」

（
二
三
）
今
で
も
横
浜
・
関
帝
廟
に
は
主
神
関
聖
帝
君
の
左
脇
侍
に
観
音
菩
薩
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

（
二
四
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
百
八
十
六
・
嘉
靖
十
五
年
四
月
癸
巳
条
参
照
。

（
二
五
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
百
八
十
七
・
嘉
靖
十
五
年
五
月
乙
丑
条
参
照
。
殿
址
は
残
さ
れ
た
建
物
（
こ
こ
で
は
大
善
仏
殿
）
の
残
さ
れ
た
土
台
を
い
う
が
、

「
入
視
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
建
物
は
ま
だ
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
六
）『
春
明
夢
余
録
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
巻
三
十
九
、
六
二
六
～
六
二
七
頁
。

（
二
七
）『
皇
明
大
政
紀
』
巻
二
十
三
の
嘉
靖
十
五
年
五
月
「
于
是
禁
中
邪
穢
逬
斥
殆
尽
」
参
照
。

（
二
八
）
久
保
田
量
遠
『
中
国
儒
道
仏
三
教
史
論
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
一
年
）
第
二
十
五
章
「
明
代
に
於
け
る
儒
仏
二
教
の
関
係
」
六
〇
八
頁
。

（
二
九
）
注
一
五
所
掲
陳
玉
女
論
文
参
照
。
同
『
明
代
的
仏
教
与
社
会
』
六
五
～
七
〇
頁
参
照
。

（
三
〇
）
万
曆
年
間
に
重
修
さ
れ
た
『
万
曆
会
典
』（『
重
修
会
典
』）。

（
三
一
）
注
九
所
掲
間
野
潜
龍
論
文
及
び
注
一
五
所
掲
陳
玉
女
論
文
、
同
『
明
代
的
仏
教
与
社
会
』
六
三
～
六
四
頁
参
照
。
霍
韜
の
十
二
事
の
う
ち
最
後
の

三
事
は
以
下
の
と
お
り
。（

）
内
は
筆
者
補
塡
。

一
言
洪
武
中
、
給
僧
道
度
牒
令
僧
道
録
司
造
周
知
冊
頒
行
天
下
寺
観
（
洪
武
五
（
一
三
七
二
）
年
）。
凡
遇
僧
道
即
与
対
冊
如
有
不
同
即
為
偽
冒
又

令
各
府
州
県
寺
観
但
存
寛
大
一
所
併
居
其
眾
毋
容
散
処
蓋
作
奸
倡
乱
自
易
覚
察
也
（
洪
武
二
十
四
（
一
三
九
一
）
年
）。
宜
遵
行
之
至
所
謂
僧
道
赴

京
考
試
方
与
度
牒
。
恐
貧
者
無
以
資
給
第
今
巡
按
御
史
及
提
督
学
校
官
考
試
経
典
足
矣
。

一
言
永
楽
中
、
令
軍
民
子
弟
私
自
削
髮
為
僧
者
併
其
父
兄
発
北
京
為
民
種
田
（
永
楽
六
（
一
四
〇
八
）
年
）。
蓋
以
奸
人
避
罪
及
惰
民
不
力
田
者
俱

欲
為
僧
道
故
僧
道
盛
者
王
政
之
衰
也
。
太
宗
皇
帝
誠
見
之
審
矣
。
今
誠
以
南
方
廃
寺
観
僧
道
俱
発
北
京
種
田
則
不
惟
邊
方
可
固
而
貧
民
亦
得
其
所
。

一
言
景
泰
中
、
令
各
寺
観
田
土
毎
留
六
十
畝
為
業
余
以
給
民
佃
種
。
此
令
一
行
則
不
惟
奸
民
不
利
田
土
而
不
為
僧
雖
小
民
亦
得
田
土
而
不
為
僧
道

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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所
兼
併
矣
（
景
泰
三
（
一
四
五
二
）
年
）。
夫
僧
道
在
祖
宗
時
防
之
極
周
故
処
之
極
善
今
法
禁
廃
弛
僧
道
漸
眾
蠱
惑
俗
惟
聖
明
加
意
今
所
司
詳
議
務

絶
乱
源
為
久
遠
計
。

（
三
二
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
八
十
三
・
嘉
靖
六
年
十
二
月
壬
子
条
参
照
。『
明
世
宗
宝
訓
』
巻
五
も
同
文
。

（
三
三
）
嘉
靖
朝
に
お
け
る
例
と
日
本
の
神
仏
分
離
令
下
で
の
事
件
を
対
比
す
る
こ
と
も
必
要
な
作
業
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
記
録
が
膨
大
で
あ
り
、
本
稿

に
お
い
て
全
て
を
対
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
例
と
し
て
挙
げ
れ
ば
、
伊
勢
（
宇
治
・
山
田
）
で
は
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）
七
月
二
十
七
日
に

度
会
府
知
事
で
あ
る
橋
本
実
梁
に
出
さ
れ
た
浦
田
長
民
の
意
見
書
に
は
「
仏
寺
ハ
不
論
大
小
、
都
而
廃
止
被
為
成
、
堂
塔
破
却
鬻
売
、
其
直
其
僧
徒
ヘ

被
遣
、
本
国
ヘ
差
返
シ
候
様
仕
度
、
…
」
と
あ
り
、
尼
僧
と
僧
の
違
い
、
或
い
は
売
却
金
の
使
途
の
違
い
は
あ
る
が
、
日
本
で
も
堂
塔
を
破
却
、
鬻
売
し
、

僧
を
本
国
に
返
す
案
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
三
四
）『
西
園
聞
見
録
』
巻
一
〇
五
「
方
献
夫
」「
嘗
以
畿
內
尼
姑
菴
寺
大
傷
風
化
力
請
毀
之
、
上
曰
、
霍
韜
嘗
言
、
僧
道
盛
、
王
政
之
衰
也
。
所
議
良
是
。

遂
詔
毀
畿
内
菴
寺
六
百
余
区
、
天
下
僧
道
無
度
牒
者
令
有
司
厳
革
之
。」

（
三
五
）
皇
姑
寺
事
件
に
つ
い
て
は
注
一
五
所
掲
陳
玉
女
論
文
に
詳
し
い
。
同
『
明
代
的
仏
教
与
社
会
』
七
〇
～
七
八
頁
参
照
。
ま
た
、
同
論
文
で
は
「
仏

教
禁
止
令
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
が
、
女
性
の
僧
（
尼
僧
）
や
女
性
の
道
士
（
道
姑
）
の
還
俗
、
或
い
は
度
牒
の
な
い
者
の
取
り
調
べ
と
資
格
の

剝
奪
（
査
革
）
が
言
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
仏
教
を
禁
止
し
た
の
で
は
な
い
。
陳
氏
も
他
所
で
使
っ
て
い
る
よ
う
に
「
仏
教
整
理
」
と
す
る
か
、
仏
教

抑
圧
と
い
う
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

（
三
六
）『
明
世
宗
宝
訓
』
の
十
二
月
九
日
の
條
に
は
「
会
江
西
提
学
副
使
徐
一
鳴
以
拆
毀
寺
院
被
逮
至
京
。」
と
あ
り
、
仏
教
寺
院
を
坼
毀
し
た
と
書
か
れ

て
い
る
が
、「
僧
道
不
事
農
業
」
な
ど
道
教
に
も
厳
し
く
対
処
し
て
い
る
か
ら
、
徐
一
鳴
が
坼
毀
し
た
の
は
寺
観
即
ち
仏
教
寺
院
と
道
観
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
三
七
）
注
九
所
掲
間
野
潜
龍
論
文
参
照
。
ま
た
、
仏
教
は
往
々
に
し
て
邪
教
淫
祠
と
し
て
非
難
・
厳
禁
さ
れ
、
仏
教
寺
院
を
含
む
異
端
淫
祠
の
破
壊
が
嘉

靖
帝
の
初
期
か
ら
頻
発
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
注
一
五
所
掲
陳
玉
女
論
文
に
詳
し
く
、
広
東
の
事
と
し
て
嘉
靖
元
（
一
五
二
二
）
年
、
提
督
学
副
使
魏

神
仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
相
剋
（
河
野
）
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校
が
香
山
県
で
淫
祠
を
破
壊
し
て
社
学
や
書
院
に
改
築
し
た
件
、
嘉
靖
二
年
に
提
学
道
行
文
と
教
諭
顔
階
が
香
山
県
の
無
量
寺
の
銅
仏
像
を
壊
し
て

二
十
四
個
の
籩
豆
食
器
を
鋳
造
し
、
そ
れ
で
文
廟
を
祭
っ
た
件
な
ど
を
指
摘
す
る
。
同
『
明
代
的
仏
教
与
社
会
』
六
八
～
六
九
頁
参
照
。

（
三
八
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
百
七
十
四
他
。
大
興
隆
寺
は
も
と
の
慶
寿
寺
で
あ
り
、
金
の
世
宗
の
大
定
二
十
六
（
一
一
八
六
）
年
に
創
建
さ
れ
た
。
明
の
正

統
十
三
（
一
四
四
八
）
年
に
は
慶
寿
寺
の
大
改
修
が
行
わ
れ
、
大
興
隆
寺
と
も
大
慈
恩
寺
と
も
呼
ば
れ
た
。
至
元
四
（
一
二
六
七
）
年
に
建
て
ら
れ
た

二
座
の
磚
塔
は
一
九
五
〇
年
代
ま
で
存
在
し
て
い
た
が
、
西
長
安
街
の
拡
幅
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
た
。

（
三
九
）
注
一
五
所
掲
陳
玉
女
論
文
参
照
。
同
『
明
代
的
仏
教
与
社
会
』
六
二
頁
参
照
。

（
四
〇
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
六
十
四
・
嘉
靖
五
年
五
月
辛
卯
条
。
注
九
所
掲
間
野
潜
龍
論
文
参
照
。

（
四
一
）
戒
台
寺
を
紹
介
す
る
多
く
の
説
で
は
唐
の
武
徳
年
間
（
六
一
八
～
六
二
六
。
武
徳
五
年
か
）
に
慧
聚
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
い
い
、『
北
京
文
物

地
図
集
』（
北
京
・
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
は
隋
の
開
皇
朝
と
す
る
。
し
か
し
、
古
松
崇
志
氏
が
「
法
均
と
燕
京
馬
鞍
山
の
菩
薩
戒
壇
―
契
丹
（
遼
）

に
お
け
る
大
乗
菩
薩
戒
の
流
行
―
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
六
十
五
巻
第
三
号
、
平
成
十
八
年
十
二
月
）
注
四
で
指
摘
す
る
と
お
り
、
武
徳
年
間
創
建
説

は
嘉
靖
朝
以
降
に
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
信
ず
る
に
足
り
な
い
。

（
四
二
）
注
四
一
所
掲
古
松
崇
志
論
文
参
照
。

（
四
三
）『
宛
署
雑
記
』
第
十
九
巻
寺
観
（
僧
道
）「
如
万
寿
寺
仏
像
、
一
座
千
金
；
古
林
僧
衲
衣
、
千
珠
千
仏
、
其
他
称
是
。
此
非
杼
軸
不
空
、
財
力
之
盛
不

能
也
。
…
如
戒
壇
之
日
、
幾
集
百
万
、
倐
散
倐
聚
、
莫
知
所
之
。
此
非
民
物
極
繁
、
生
養
之
盛
不
能
也
。」（『
宛
署
雑
記
』（
北
京
出
版
社
、
一
九
六
一
年
）

二
〇
七
～
二
〇
八
頁
）

（
四
四
）『
宛
署
雑
記
』
民
風
一
土
俗
「
戒
壇
在
県
南
七
十
里
、
先
年
僧
人
□
□
奏
建
說
法
之
所
、
自
四
月
初
八
說
法
起
、
至
十
五
日
止
。
天
下
游
僧
畢
会
、

商
賈
輻
輳
、
其
旁
有
地
名
秋
坡
、
傾
国
妓
女
競
往
逐
焉
、
俗
云
趕
秋
坡
。
…
十
二
日
耍
戒
壇
、
冠
蓋
相
望
、
綺
麗
奪
目
、
以
故
経
行
之
処
、
一
遇
山
坳

水
曲
、
必
有
茶
篷
酒
肆
、
雑
以
妓
楽
、
緑
樹
紅
裙
、
人
声
笙
歌
、
如
装
如
応
、
従
遠
望
之
、
蓋
宛
然
図
画
云
。」（
同
一
六
八
頁
）

（
四
五
）
明
末
の
崇
禎
八
（
一
六
三
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
劉
侗
撰
『
帝
京
景
物
略
』
に
も
か
つ
て
の
四
月
八
日
の
西
山
の
賑
わ
い
を
「
毎
四
月
八
日
、
蘆

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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棚
満
山
、
集
僧
無
頼
者
、
妓
無
頼
者
、
給
銭
擁
酔
入
、
士
庶
群
姍
之
。」
と
記
し
て
い
る
。（『
帝
京
景
物
略
』（
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）

三
一
一
頁
）

（
四
六
）
天
寧
寺
に
つ
い
て
は
常
盤
大
定
・
関
野
貞
著
『
中
国
文
化
史
蹟
』
解
説
下
（
法
蔵
館
、
昭
和
五
十
一
年
）
二
六
～
三
二
頁
参
照
。
天
寧
寺
舎
利
塔

に
つ
い
て
は
、
松
木
民
雄
「
北
京
・
天
寧
寺
塔
」（『
北
海
道
東
海
大
学
紀
要

人
文
社
会
科
学
系
』
十
五
巻
、
平
成
十
四
年
）、
水
野
さ
や
「
北
京
市
周

辺
に
お
け
る
遼
塔
の
第
一
層
塔
身
荘
厳
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
―
北
京
天
寧
寺
塔
再
考
の
第
一
段
階
と
し
て
―
」（『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
紀
要
』
五
十

八
号
、
平
成
二
十
六
年
）
な
ど
参
照
。

（
四
七
）
唐
の
道
宣
の
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
六
宝
巖
伝
「
仁
寿
下
勅
召
。
送
舎
利
于
本
州
弘
業
寺
。
即
元
魏
孝
文
之
所
造
也
。
旧
号
光
林
。」（
大
正
五
〇
、

六
七
四
中
一
六
～
一
八
）

（
四
八
）
両
寺
院
を
最
も
早
く
混
同
し
た
文
献
は
明
・
万
暦
年
間
の
『
長
安
客
話
』
巻
三
「
天
寧
塔
院
」
の
「
隋
仁
寿
間
幽
州
弘
業
寺
建
塔
蔵
舎
利
、
即
此
。

唐
開
元
間
改
額
天
王
寺
」
と
い
う
記
事
で
あ
り
、
そ
の
後
、
前
掲
『
帝
京
景
物
略
』
巻
三
「
天
寧
寺
」
で
は
「
寺
在
唐
開
元
名
天
王
寺
，
正
統
始
名
天
寧
」

と
あ
り
、
乾
隆
帝
は
こ
れ
を
採
用
し
、「
乾
隆
御
製
重
修
天
寧
寺
碑
記
」
で
は
「
隋
時
建
寺
曰
弘
業
、
有
僧
蔵
舎
利
塔
中
、
入
唐
改
名
天
王
、
明
成
祖
分

藩
特
拡
崇
構
、
宣
徳
中
改
名
天
寧
、
正
統
乙
丑
、
更
名
広
善
戒
壇
」
と
い
う
。
王
世
仁
「
北
京
天
寧
寺
塔
三
題
」（『
北
方
文
博
』
一
九
九
六
年
第
二
期
）、

後
、『
王
世
仁
建
築
歴
史
理
論
文
集
』（
北
京
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
所
収
、
四
三
～
四
六
頁
。

（
四
九
）『
欽
定
日
下
旧
聞
考
』
巻
九
十
一
。『
中
国
文
化
史
蹟
』
解
説
下
（
第
十
二
巻
）「
天
寧
寺
」
に
は
併
せ
て
『
析
津
日
記
』
を
載
せ
、
正
統
中
の
改
修

に
よ
り
万
寿
戒
壇
と
称
し
た
と
い
う
が
、『
光
緒
順
天
府
志
』
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
広
善
戒
壇
が
正
し
く
、
万
寿
戒
壇
は
戒
台
寺
の
戒
壇
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
。

（
五
〇
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
八
十
三
・
嘉
靖
六
年
十
二
月
戊
申
条
参
照
。『
釈
氏
稽
古
略
続
集
』
巻
二
洪
武
五
年
条
「
命
僧
道
録
司
造
周
知
冊
、
頒
行
天
下

寺
観
。
凡
遇
僧
道
到
処
、
即
与
対
冊
。
其
父
母
籍
、
告
度
月
日
、
如
冊
不
同
即
為
偽
僧
」（
大
正
四
九
、
九
二
五
中
二
～
五
）。
但
し
、
僧
道
録
司
の
設

置
が
決
め
ら
れ
た
の
は
洪
武
十
四
年
、
設
置
は
翌
十
五
年
で
あ
る
の
で
、『
釈
氏
稽
古
略
続
集
』
の
記
述
は
不
正
確
で
あ
る
。

神
仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
相
剋
（
河
野
）
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（
五
一
）
注
一
三
所
掲
間
野
潜
龍
『
明
代
文
化
史
研
究
』
二
六
七
～
二
六
九
頁
参
照
。

（
五
二
）
嘉
靖
六
年
十
二
月
の
仏
教
統
制
に
お
い
て
周
知
冊
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
経
緯
と
意
義
に
つ
い
て
は
注
九
所
掲
間
野
潜
龍
論
文
参
照
。

（
五
三
）『
明
世
宗
実
録
』
卷
九
十
九
・
嘉
靖
八
年
三
月
甲
子
条
参
照
。

（
五
四
）
同
右
。

（
五
五
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
百
二
十
七
・
嘉
靖
十
年
閏
六
月
戊
子
条
。

（
五
六
）『
大
明
会
典
』
巻
百
四
。
前
項
で
挙
げ
た
嘉
靖
十
六
年
の
題
准
の
続
き
で
あ
る
。

（
五
七
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
二
百
七
十
六
・
嘉
靖
二
十
二
年
七
月
甲
辰
朔
条
。

（
五
八
）
注
一
五
所
掲
陳
玉
女
論
文
参
照
。
同
『
明
代
的
仏
教
与
社
会
』
六
三
頁
参
照
。

（
五
九
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
四
百
五
十
七
・
嘉
靖
三
十
七
年
三
月
癸
酉
条
。

（
六
〇
）『
明
武
宗
実
録
』
巻
三
十
七
・
正
徳
三
年
四
月
己
亥
条
。

（
六
一
）『
明
武
宗
実
録
』
巻
四
十
・
正
徳
三
年
七
月
庚
子
条
。

（
六
二
）『
大
明
会
典
』
巻
百
四
。
注
一
三
所
掲
間
野
潜
龍
『
明
代
文
化
史
研
究
』
四
一
四
頁
参
照
。

（
六
三
）『
明
世
宗
実
録
』
巻
五
百
六
十
二
・
嘉
靖
四
十
五
年
九
月
己
酉
条
。

（
六
四
）『
大
明
会
典
』
巻
百
四
。

（
六
五
）
同
右
。

（
六
六
）
野
口
善
敬
「
元
・
明
の
仏
教
」（
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
08
中
国
Ⅲ
宋
元
明
清
『
中
国
文
化
と
し
て
の
仏
教
』（
佼
成
出
版
社
、
平
成
二
十
二
年
）

一
〇
八
頁
）。

（
六
七
）
長
谷
部
幽
蹊
「
明
清
時
代
に
お
け
る
禅
律
両
宗
弘
化
の
動
向
」（『
禅
研
究
所
紀
要
』
二
〇
、
平
成
三
年
）
参
照
。
こ
の
長
期
の
戒
壇
の
閉
鎖
は
、

律
宗
の
衰
勢
を
加
速
さ
せ
た
。
僧
侶
・
仏
教
徒
に
仏
門
の
将
来
に
対
す
る
危
惧
不
安
の
感
を
増
幅
さ
せ
、
規
矩
の
紊
乱
、
風
気
の
頽
廃
を
も
た
ら
し
た
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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そ
の
間
禅
道
は
響
を
絶
し
、
律
寺
は
荒
蕉
す
る
に
任
せ
、
そ
の
法
灯
は
ほ
と
ん
ど
杜
絶
し
、
律
儀
に
は
廃
典
多
く
、
戒
法
は
等
閑
に
付
せ
ら
れ
、
い
わ

ゆ
る
仏
法
中
衰
の
状
況
を
生
み
出
す
一
要
因
を
な
し
た
。
戒
法
は
陵
夷
し
、
こ
と
に
比
丘
戒
の
伝
統
法
儀
は
廃
絶
に
近
い
状
態
に
あ
っ
た
、
と
指
摘
さ

れ
る
。

（
六
八
）『
大
昭
慶
律
寺
志
』
巻
七
「
万
厯
四
十
一
年
御
馬
監
太
監
張
然
伝
奉
聖
旨
詔
大
沙
門
如
馨
律
師
欽
賜
紫
衣
鉢
盂
錫
杖
。
於
四
十
二
年
四
月
初
一
日
至

初
八
日
恭
就
五
台
山
勅
建
聖
光
永
明
禅
寺
伝
受
千
仏
大
戒
」。

（
六
九
）
長
谷
部
幽
蹊
「
中
国
近
代
に
お
け
る
具
戒
法
儀
」（『
禅
研
究
所
紀
要
』
二
八
、
平
成
十
一
年
）
参
照
。

（
七
〇
）
以
下
、
日
本
の
事
案
に
関
す
る
文
献
は
厖
大
で
あ
る
の
で
、
主
な
参
考
資
料
を
挙
げ
る
。『
新
編

明
治
維
新

神
仏
分
離
史
料
』
第
一
～
十
巻
（
名

著
出
版
、
昭
和
五
十
八
年
。
初
版
は
『
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』（
東
方
書
院
、
昭
和
二
年
））。
梅
田
義
彦
『
改
訂
増
補

日
本
宗
教
制
度
史
』
第
三

巻
近
世
編
、
同
第
四
巻
近
代
篇
（
東
宣
出
版
、
昭
和
四
十
七
年
、
四
十
六
年
）。
注
四
所
掲
「
河
野
科
研
①
～
③
」
等
。
廃
仏
毀
釈
に
関
す
る
類
型
化
に

つ
い
て
は
研
究
者
そ
れ
ぞ
れ
が
提
示
し
て
い
る
が
、『
明
治
維
新

神
仏
分
離
史
料
』
の
編
者
の
一
人
で
あ
る
辻
直
四
郎
は
「
廃
仏
毀
釈
」（『
日
本
仏
教

史
研
究
』
第
六
巻
所
収
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
九
年
）
で
は
、
神
仏
分
離
に
伴
う
廃
仏
毀
釈
の
典
型
的
な
実
例
を
挙
げ
る
中
で
叡
山
坂
本
の
日
吉
山

王
社
、
石
清
水
、
信
濃
・
諏
訪
神
社
、
日
光
、
伯
耆
大
山
、
石
徹
白
社
、
竹
生
島
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
神
仏
分
離
令
を
機
に
、
神
社
に
は
関
係
な
く
、

寺
院
の
廃
止
・
寺
院
の
整
理
廃
合
を
断
行
し
た
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
信
州
松
本
藩
、
伊
勢
山
田
、
土
佐
、
薩
摩
、
隠
岐
、
富
山
藩
、
佐
渡
を
挙
げ
る
。

神
仏
分
離
に
続
い
て
各
地
で
見
ら
れ
た
廃
仏
毀
釈
が
地
域
の
状
況
を
反
映
し
、
そ
の
主
原
因
や
様
態
が
千
差
万
別
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

神
仏
分
離
の
先
例
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
固
有
宗
教
と
の
相
剋
（
河
野
）
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